
史 

境 

第

七

十

九•

八
十
号 

二

〇

二

〇

年

九

月

抜

刷

マ
リ
ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
と
虚
構
報
道

——
塗
油
儀
礼
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
形
成
—

上

村

敏

郎
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〈論

文

〉

*

獨
協
大
学
外
国
語
学
部

マ
リ
ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
と
虚
構
報
道

——
塗
油
儀
礼
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
形
成
—

*

上

村

敏

郎

は
じ
め
に

一
八

世

紀

は

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

大

き

く

政

治

文

化

が

転

換

し

た

時

期

で

あ 

る
。
宮
廷
を

中
心
と
す
る
政
治
的
公
共
圏
は
、
様
々
な
宮
廷
儀
礼
で
も
っ
て 

君
主
と
貴
族
の
連
帯
を
可
視
化
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
近
世
に
お 

い
て
宮
廷
文
化
と
権
力
が
分
か
ち
難
く
結
合
し
て
い
る
こ
と
に
っ
い
て
は
、
 

す
で

に
様
々
な
研
究
が
あ
る
。
宮
廷
儀
礼
の
中
で
も
君
主
の
交
代
に
ま
つ
わ 

る
儀
式
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
戴
冠
式
は
基
本
的
に
君
主
の
正
統 

性
を

確
認
し
、
諸
身
分
が
忠
誠
誓
約
を
お
こ
な
う
儀
礼
で
あ
っ
た
。

こ
う
し 

た
儀
礼
は
平
時
に
は
形
式
的
な
意
味
合
い
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
危
機 

の
時
代
に
お
い
て
は
儀
式
を
滞
り
な
く
遂
行
す
る
こ
と
は
、
諸
身
分
と
君
主

(2) 

の

合

意

を

内

外

に

表

明

す

る

重

要

な

政

治

的

意

味

を

持

っ

て

い

た

。

本
稿

で
は
、
近
世
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主
国
最
大
の
危
機
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ 

ア

継

承

戦

争

時

の

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
の
儀
礼 

お
よ
び
そ
れ
を
報
じ
た
メ
デ
ィ
ア
の
描
写
を
比
較
し
、

メ
デ
ィ
ア
報
道
と
王 

権
と
の
関
係
性
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
に
よ
っ
て
与
え
う
る
イ
メ
ー
ジ
形 

成
力
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

二

〇

一

七

年

に

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
生
誕
三
〇
〇
周
年
を
迎
え
て
、

し 

ば

ら

く

停

滞

し

て

い

た

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
研
究
の
成
果
が
集
中
的
に
発

(3)

表

さ

れ

た

。

中

で

も

最

も

重

要

な

成

果

は

バ

ル

バ

ラ•

シ
ュ
ト

ル
ベ
ル
ク 

H

リ
リ
ン
ガ
ー
の
大
部
な
伝
記
だ
ろ
う
。
膨
大
な
一
次
史
料
、
近
年
の
研
究 

成
果
に
基
づ
き

、

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
様
々
な
側
面
に
触
れ
な
が
ら
、
 

彼
女
の
生
涯
に
つ
い
て

詳
述
し
て

い
る
。

こ
の
伝
記
は
著
者
が
専
門
と
す
る 

儀
礼
研
究
の
知
見
も
取
り
入
れ
た
今
後
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
優
れ
た
伝
記

(4)

研

究

で

あ

る

。

本

稿

の

テ

ー

マ

と

直

接

関

わ

る

重

要

な

論

文

と

し

て

は

、
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マ

リ

ア•

テ

レ

ー

ジ

ア

と

メ

デ

ィ

ア

に

つ

い

て

考

察

し

た

論

文

「
頌
歌
と
事 

実
報

道

。

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
上
の
出
来
事
の
構
造

(5) 

と

目

的

設

定

」

を

重

要

な

成

果

と

し

て

挙

げ

る

こ

と

が

で

き

る

。
宮
廷
イ 

ベ
ン
ト
や
戦
争
に
関
す
る
報
道
に
注
目
し
、
直
接
の
参
加
者
に
共
有
さ
れ
る 

現
場
公
共
圏
と
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
報
道
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア 

公

共

圏

を

区

別

し

、

現

場

で

起

き

た

実

際

の

事

件

が

メ

デ

ィ

ア

に

よ

っ

て 

ど

の

よ

う

に

広

が

り

、

ど

の

よ

う

に

受

け

止

め

ら

れ

た

の

か

に

つ

い

て

、
 

王

位

継

承

者

ヨ

ー

ゼ

フ

の

誕

生(

一

七

四

一

年

コ

リ

ー

ン

の

戦

い
(

一
 

七

五

七

年)

、

マ

リ

ア•

テ

レ

ー

ジ

ア

の

天

然

痘

か

ら

の

回

復(

一
七
六
七 

年)

と

い

う

三

つ

の

事

件

を

事

例

に

し
て

考

察

し

、

「
国
家
に
よ
る
広
報
活 

動
」

(
s
t
a
a
t
l
i
c
h
e  offentuchkeifsarbeit)

 

の
存
在
を
確
認
し
て
い
る
。
宮 

廷
と
メ
デ
ィ
ア
は
相
互
依
存
的
に
君
主
を
賞
賛
す
る
よ
う
な
情
報
拡
散
を
お 

こ
な
っ
た
。
ま
た
、

こ
う
し
た
情
報
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
拡
散
で
受
け
手
で 

あ
る
民
衆
と
君
主
と
の
情
動
的
な
結
び
つ
き
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ 

れ
て
い
る
。

二
〇
一
七
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
営
放
送
で
チ
エ
コ
と
合
作
で
制
作
さ
れ 

た

テ

レ

ビ

映

画

が

一

般

市

民

向

け

に

放

映

さ

れ

た

。

こ

の
テ
レ
ビ
映
画
の 

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
は
オ
—

ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
の
苦
難
の
中
で
マ
リ 

ア
•

テ
レ
ー
ジ
ア
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
女
王
に
戴
冠
す
る
シ
ー
ン
だ
っ
た
。

マ
リ 

ア
•

テ
レ
ー
ジ
ア
は
、
戴
冠

式
の
前
に
ハ
ン
ガ
リI

の
諸
身
分
を
前
に
し
て 

生
ま
れ

た
ば
か
り
の
赤
子
ヨ
ー
ゼ
フ
を
抱
き
な
が
ら
助
力
を
請
う
。

そ
の
姿 

は

毅

然

と

し

た

印

象

を

与

え

る

。
も

ち

ろ

ん

こ

れ

は

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

で

あ

る
。

現

代

で

も

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
に
ま
つ
わ 

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
通
俗
的
歴
史
観
と

し
て

大
衆
に
浸
透
し
、
依
然
と
し
て 

続
い
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
戴

冠

式

の

脚

色

は

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の 

生
き
て

い
た
同
時
代
に
も
す
で
に
起
き
て
い
た
現
象
だ
っ
た
。

シ
ュ
ト
ル
ベ 

ル

クH

リ
リ
ン
ガ
ー
に
よ
る
と
、
同
時
代
人
で
も
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者 

ヴ

ォ

ル

テ

ー

ル

も

『
ル

イ

一

五

世

の

世

紀

概

要

』

の
中
で
、

マ

リ

ア•

テ 

(7) 

レ

ー

ジ

ア

と

ハ

ン

ガ

リ

ー

諸

身

分

と

の

謁

見

を

美

化

し

て

叙

述

し

た

。
赤 

子

を

抱

く

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、

聖
母
マ
リ
ア
と
重 

な
り
、

キ
リ

ス
ト

教
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
し
、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
伝
統
の 

神

権

的

君

主

理

念

、
ピ

エ

タ

ス
•

オ

ー

ス

ト

リ

ア

カ

と

も

通

ず

る

。

女
王 

は

国

王

と

呼

ば

れ

、

涙

を

流

す

男

性

た

ち

の

中

で

唯

一

涙

を

こ

ら

え

て

い 

る
。
女
性
で

あ
り
な
が
ら

、
カ
強
い
毅
然
と
し
た
姿
を
感
じ
さ
せ
る
描
写
で 

あ

る

。

し
か
し
、

こ
れ
が
史
実
で
は
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
一
九
世
紀
に
マ 

リ
ア
・
テ
レ
ー
ジ
ア
の
伝
記
を
書
い
た
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
フ
オ
ン
・
ア
ル
ネ

(9)

ト

に

よ

っ

て

証

明

さ

れ

て

い

る

。

シ

ュ

ト

ル

ベ

ル

クM

リ

リ

ン

ガ

ー

は

、
 

こ
の
伝
説
を
女
性
君
主
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
性
に
注
目
し
な
が
ら
、
あ
く 

ま
で

も
伝
説
と

し
て
正
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

さ
て

、
本

稿
で

は

、
魅

力

的

な

物

語

と

し

て

神

話

化

さ

れ

た

マ

リ

ア•

テ 

レ
ー
ジ
ア
の
戴
冠
式
に
焦
点
を
あ
て
る
。

た
だ
し
、

シ
ュ
ト

ル

ベ

ル
クH

リ 

リ

ン

ガ

ー

に

よ

っ

て

す

で

に

詳

し

く

言

及

さ

れ

て

い

る

赤

子

を

抱

く

マ

リ 

ア
•

テ
レ
ー

ジ
ア
で
は
な
く
、
実

際

の

戴
冠

式

自

体

、
と

く

に

、

マ
リ
ア
・ 

テ
レ
ー
ジ
ア
の
戴
冠
式
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
塗
油
儀
礼
を
取

一126 一



マリア•テレージアのハンガリー王戴冠式と虚構報道

り
上
げ
た
い
。
塗
油
儀
礼
の
実
態
と
メ
デ
ィ
ア
報
道
の
差
違
、
虚
報
が
混
在 

す

る
儀
礼
報
道
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
歴
史
叙
述
化
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を 

修
正

し

、
宮
廷
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
絡
め
て
君
主
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
つ
い 

て
考
察
す
る̂

シ
ュ
ト

ル
ベ
ル
ク
ロ
リ
リ
ン
ガ
ー
は
、

本

稿

の

テJ

マ
で
あ
る
マ
リ
ア
・ 

テ
レ
ー
ジ
ア
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
に
つ
い
て
も
か
な
り
の
ペ
ー
ジ
を
割 

き

、
生
物
的
性
が
女
性
で
あ
り
な
が
ら
、
法
的
に
は
男
性
と
見
な
さ
れ
る
と 

い

う

儀

礼

的

な

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

を

強

調

し

て

い

み

。

彼

女

は

儀

礼

に

お

け 

る
性
差
の
無
視
を
強
調
し
て
い
る
が
、
改
め
て
史
料
を

分
析
す

る
と

、
別
の 

側
面
も
見
え
て
く
る̂

ま

ず

戴

冠

式

へ

至

る

簡

単

な

時

代

状

況

、

歴

史

的

背

景

を

確

認

し

た

上 

で
、
戴
冠

式
全
体
の
確
認
を
お
こ
な
い
、
女
性
君
主
の
即
位
と
い
う
特
殊
事 

情
が
戴
冠
式
に
も
た
ら
し
た
変
化
に
つ
い
て
確
認
し
た
、っ
え
で
、
塗
油
儀
礼 

に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
す
る
。

- 

戴
冠
式
前
の
政
治
情
勢

一
八
世
紀
初
め
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
直
面
し
て
い
た
最
大
の
問
題
は
、
継 

承
問
題
だ
っ
た
。

カ
ー
ル
六
世
に
は
男
子
は
生
ま
れ
ず
、

一
七
ニ
二
年
に
制 

定

し

た

女

子

相

続

を

認

め

る

国

事

詔

書

に

基

づ

け

ば

、

長

女

マ

リ

ア
•

テ 

レ
ー
ジ
ア
が
後
継
者
と
な
っ
て
い
た
。

カ
ー
ル
六
世
は
各
国
に
国
事
詔
書
承 

認
を
取
り
付
け
る
た
め
に
外
交
努
力
を
し
て
い
た
が
、

バ
イ
エ
ル
ン
は
最
後

ま

で

国

事

詔

書

を

承

認

せ

ず

、

継

承

問

題

の

火

種

は

残

り

続

け

た

。

結
局 

フ
ラ
ン
ス
の
後
ろ
盾
を
得
た
バ
イ
エ
ル
ン
の
異
議
申
し
立
て
が
継
承
戦
争
の 

直
接
的
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。

一
七
四
〇
年
ニ
一
月
一
六
日
、
プ
ロ
イ 

セ

ン

が

シ

レ

ジ

ア

に

侵

攻

す

る

こ

と

で

、

オ

ー

ス

ト

リ

ア

継

承

戦

争

は

始 

ま
っ

た

。
翌
年
四
月
に
プ
ロ
イ
セ
ン
軍

は
モ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
オ

—

ス
ト
リ
ア 

軍
を
破
り
、

こ

れ

を

機

に

バ

イ

エ

ル
ンU

フ
ラ
ン
ス
連
合
軍
も
侵
攻
を
開
始 

し

た

。

こ

の

時

点

で

ハ

プ

ス

ブ

ル

ク

君

主

国

は

孤

立

し

、
崩

壊

の

危

機

に 

陥
っ
て

い
た
と

い
え

よ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
一
七
四
一
年
六 

月
二
五
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
の
重
要
性
は
明
ら
か
で 

あ
ろ
う
。

こ
こ
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
こ
う
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
で 

は
二
院
制
の
身
分
制
議
会
で
あ
る
王
国
議
会
が
力
を
持
っ
て
い
た
。
国
王
は 

こ
の
王
国
議
会
を
招
集
す
る
権
利
の
み
を
有
し
て
い
た
。

国
王
の
立
法
は
王 

国
議
会
の
承
認
を

経
な
け
れ
ば
成
立
し
な
か
っ
た
。
王
国
議
会
の
上
院
は
領 

主
(

ヘ
レ
ン)

身

分
と

司
教
が
占
め
、

下
院
は
不
在
領
主
の
代
官
、
聖
職
者 

の
代
表
、
県
お
よ
び
王
国
自
由
都
市
の
代
表
が
占
め
て
い
た
。
上
院
で
議
長 

を
務
め
る
の
は
副
王 

(
Pa
la
ti
n)  

で
あ
り
、

下
院
で
は
最
高
裁
判
官
が
そ
の 

任
に
当
た
っ
た
。
副

王

は

ハ

ン

ガ

リ

ー(

政
治)

国
民
の
代
表
と
し
て
ハ
ン 

ガ
リ
ー

貴
族
と

国
王
の
間
に
立
ち

利
害
調
整
を
お
こ
な
っ
た
。
選
出
方
法
に 

も
副
王
が
持
っ
て
い
た
王
権
と
諸
身
分
の
利
害
調
整
機
関
と
い
う
性
質
が
表 

れ
て
い
る
。
国
王
が
候
補
者
を
四
名
に
絞
り
、 

そ
の
四
名
の
中
か
ら
ふ
さ
わ 

し
い
人
物
を

王
国
議
会
が
選
出
し
た
。

一
八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
副
王
は
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ハ

ン

ガ

リ

ー

貴

族

お

よ

び

領

邦

行

政

に

と

っ
て

重

要

な

役

割

を

担

っ
て

い 

た
。

こ
の
副
王
と
は
別
に
、
国
王
が
完
全
な
任
命
権
を
有
し
て
い
た
職
位
が 

ハ
ン
ガ
リ
ー
総
督 

(Statthalter)

 

で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
総
督
は

副

王

不

(3)

在

の

場

合

、

国

王

の

代

わ

り

を

務

め

る

役

職

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

総 

督

の
地
位
は
、
立
場
と

し
て

副
王
よ
り
も
下
に
位
置
し
、
副
王
の
代
理
と
い 

う
意
味
合
い
が
強
い
。

-

七

一

四

年

か

ら

ハ

ン

ガ

リ

ー

副

王

を

つ

と

め

て

い

た

ニ

コ

ラ

ウ

ス(

ミ 

ク

ロ

ー

シ

ュ

パ

ー

ル

フ

ィ

が

一

七

三

二

年

に

高

齢

の

た

め

亡

く

な

っ

た

。 

こ
の
時
、
皇
帝
カ
ー
ル
六
世
は
新
た
に
副
王
を
選
出
せ
ず
に
娘
婿
と
な
る
フ 

ラ

ン

ツ
•

シ

ュ

テ

フ

ァ

ン

を

ハ

ン

ガ

リ

ー

総

督

の

地

位

に

就

け

た

。

こ
の 

措
置
に
よ
り
副
王
は
空
位
と
な
り
、
彼
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
国
王
の
立 

場
を
代
表
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

ツ
ェ
デ
ィ
ン
ガ
ー
に
よ
る
と
、

ロ
ー
ト
リ 

ン

ゲ

ン

を

失

地

し

、

領

地

を

持

た

な

い

領

邦

君

主

と

な

っ

て

い

た

フ

ラ

ン 

ツ
•

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
に
対
し
て
、

カ
ー
ル
六
世
は
娘
婿
に
ふ
さ
わ
し
い
地
位

(5)

を

与

え

よ

う

と

し

た

と

い

う

。

こ
、っ
し
た
晩
年
の
カ
ー

ル
六
世
の
ハ
ン
ガ 

リ
ー
政
策
は
、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
諸
身
分
と
の
間
に
不 

和
を

引
き
起
こ
し
て
い
た
。

カ
ー
ル
六
世
は
一
七
二
八
年
、

二
九
年
の
ハ
ン 

ガ
リ
ー
王
国
議
会
に
お
い
て
租
税
を
め
ぐ
る
対
立
で
妥
協
を
強
い
ら
れ
、

そ

(6) 

れ

以

後

ハ

ン

ガ

リ

ー

王

国

議

会

を

召

集

し

て

い

な

か

っ

た

。

こ
う
し
た
文 

脈
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
副

王

の

後

任

を

選

ば

ず

に

フ

ラ

ン

ツ•

シ
ュ
テ 

フ
ア
ン
を
総
督
に
任
命
し
た
こ
と
は
、
単

に

フ

ラ

ン

ツ•

シ
ュ
テ
フ
ア
ン
に 

箔
を

つ
け

る
と

い
っ
た
意
味
合
い
だ
け
で
は
な
く
、

国
王
と
諸
身
分
と
の
対

立
関
係
の
中
で
君
主
権
力
の
強
化
を
図
る
意
味
合
い
も
持
っ
て
い
た
と
考
え 

ら
れ
る
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王
家
に
対
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
諸
身
分
の
不
満
は
、

オ
ス
マ 

ン

帝

国

と

の

戦

争(

一
七
三
六
〜
一
七
三
九)

の
失
敗
で
も
生
じ
た
。

こ
の 

戦

争

は

治

世

初

期

の

対

オ

ス

マ

ン

戦

争(

一
七
一•

六
〜
一
七
一
八)

で
獲
得 

し
た
領
土
を
ほ
と
ん
ど
喪
失
さ
せ
、

国
際
的
に
も
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主
国
の 

威
信
を

低
下
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
総

督

た

る

フ

ラ

ン

ツ•

シ
ュ
テ
フ
ァ 

ン
は
一
七
三
八
年
に
最
高
指
揮
権
を
与
え
ら
れ
た
が
、
不
名
誉
な
失
敗
を
犯 

し
、

病

気

を

理

由

に

帰

国

し

て

い

る

。

そ

の

上

、

ハ
ン
ガ
リ
ー
諸
身
分
と 

王
権
は
、

オ
ス
マ
ン
戦
争
を
通
じ
て
獲
得
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
再
占
領
地
域 

の
管
理
問
題
で
対
立
を
深
め
て
い
た
。
新
た
に
獲
得
さ
れ
た
占
領
地
は
軍
政 

国
境
の
一
部
と

し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
官
庁
で
は
な
く
、

ウ
ィ
ー
ン
宮
廷
官
房 

の
直
接
管
理
下
に
置
か
れ
、

そ
こ
か
ら
上
が
る
収
入
を
ウ
ィ
ー
ン
宮
廷
官
房 

が

独

占

し

た

。

ハ

ン

ガ

リ

ー

諸

身

分

は

こ

れ

を

問

題

視

し

て

い

た

。

一
七 

四
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
に
、

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
な
く
カ
ー
ル 

六
世
が
な
く
な
っ
た
時
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
王
権
と
の
関
係
は
見
直
し
を
要
す

(9)

る
問
題
と
な
っ
た
。

カ

ー

ル

六

世

の

予

期

せ

ぬ

死

後

、

一
七
四
〇
年
一
〇
月
ニ
ニ
日
に
マ
リ 

ア
•

テ

レ

ー

ジ

ア

は

国

事

詔

書

に

基

づ

い

て

父

の

跡

を

継

ぐ

こ

と

を

宣

言 

し
、

ハ
ン

ガ
リ

ー

諸

身

分

に

対

し
て

女

王

か

つ

主

君

と

し
て

の

自

分

に

「
忠 

誠

誓

約

の

義

務

」

を

果

た

す

よ

う

に

要

求

し

た

上

で

、

王

国

議

会

を

開

催 

し
、
王
国
の
自
由
と

特
権
を

保
障
し
、
戴
冠
式
を
挙
行
す
る
こ
と
を
約
束
し
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た
。

一
一
月
三
日
、

バ

イ

エ

ル

ン

選

帝

侯

カ

ー

ル•

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
マ 

リ

ア
•

テ

レ

ー

ジ

ア

の

継

承

に

異

議

を

申

し

立

て

た

。

こ

の
異
議
申
し
立 

て
に
他
の
大
国
が
同
調
す
る
形
で
オ
—
ス
ト
リ
ア
継
承
問
題
は
深
刻
化
し
て 

い
く
。

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
継
承
の
法
的
正
統
性
は
国
事
詔
書
に
求
め 

ら
れ
た
が
、

そ
れ
を
外
に
向
け
て
顕
示
し
、
ま
た
既
成
事
実
と
す
る
た
め
に 

は
速
や
か
に
戴
冠
式
を
挙
行
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
。

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ 

ア
は
一
七
四
〇
年
一
一
月
ニ
ニ
日
に
ま
ず
ウ
ィ
ー
ン
で
オ
—

ス
ト
リ
ア
大
公

(
)
 

•

へ

の

即

位

式

を

お

こ

な

っ

て

い

る

。

し

か

し

、

ハ
ン

ガ
リ
ー

王
の
戴
冠

式 

は
、
子

供

を

身

ご

も

っ

て

い

た

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
体
調
に
配
慮
し
て 

翌
年
五
月
以
降
に
し
か
設
定
で
き
な
か
っ
た
。

マ

リ

ア•

テ

レ

ー

ジ

ア

は

夫

フ

ラ

ン

ツ•

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
を
す
ぐ
に
共
同 

統
治
者
に
し
よ
う
と

し
た
が
、

こ
れ
は
各
領
邦
の
諸
身
分
に
必
ず
し
も
好
意 

的
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
政
権
側
は
来
る
皇
帝
選
挙
に 

備

え

て

フ

ラ

ン

ツ•

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
を
共
同
統
治
者
に
す
る
必
要
性
が
あ
っ 

た
。
彼
を

皇
帝
適
格
者
と
す
る
に
は
、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主
国
の
共
同
統
治

(

者
で

あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
前
提
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

し
か
し
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
で
は
従
来
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
王
国
法
に
あ
わ 

な

い

こ

と

か

ら

フ

ラ

ン

ツ•

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
の
共
同
統
治
に
難
色
が
示
さ
れ 

た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
諸
身
分
の
立
場
は
、
王

権

に

備

わ

る

諸

権

利

は

「
戴
冠
し 

た
王
」

に
の
み
属
す
る
も
の
で
あ
り
、

フ

ラ

ン

ツ•

シ
ュ
テ
フ
ア
ン
に
そ
の

( 

よ

う

な

統

治

権

を

認

め

る

こ

と

は

で

き

な

い

と

い

う

も

の

で

あ

っ

た

。

問 

題
の
焦
点
は
、
共
同
統
治
者
の
統
治
権
で
あ
っ
た
。

カ
ー
ル
六
世
の
治
世
末

期

か
ら

続
く
、
諸
身
分
と
王
権
と

の
評
い
の
中
で

、
正
当
な
権
利
者
と
は
い 

え
な
い
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け

る
か
は
、

ハ 

プ

ス

ブ

ル

ク

家

に

よ

る

ハ

ン

ガ

リ

ー

統

治

の

今

後

を

占

う

上

で

も

争

点

と 

な

っ

た

。

ま

た

、

共

同

統

治

は

ハ

プ

ス

ブ

ル

ク

世

襲

領

を

一

体

不

可

分

と 

す

る

国

事

詔

書

に

抵

触

す

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

懸

念

も

示

さ

れ

て

い 

(
)る

。

こ

う

し

た

中

で

一

七

四

一

年

一

月

二

一

日

に

プ

レ

ス

ブ

ル

ク

に

お

い 

て
一
七
二
九
年
以
来
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
王
国
議
会
の
招
集
が
知
ら
さ
れ 

た
。

一
七
四
一
年
四
月
八
日
に
行
わ
れ
た
宮
廷
会
議
の
議
論
は
、
顧
問
官
た 

ち

が
戴
冠

式
の
重
要
性
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
戴
冠
式
に 

通
常
通
り
教
皇
大
使
や

ヴ
ェ
ネ
ツ
イ
ア
大
使
を
招
待
し
、
正
統
な
戴
冠
の
証 

人
と
す
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
ま

た

、
参

列

者

に

「
儀
礼
の
こ
と
で 

古
い
慣
習
に
反
し
た
こ
と
を

何
も
披
露
し
な
い
」

こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
伝
統
を

重
ん
じ
る
教
皇
大
使
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
使
、

そ
し
て
ハ 

ン
ガ
リ
ー
の
諸
身
分
か
ら
い
ら
ぬ
反
発
を
招
か
な
い
た
め
に
も
重
要
で
あ
っ 

(
)た

。

し

た

が

っ

て

、

戴

冠

式

に

含

ま

れ

る

宗

教

的

な

儀

礼

に

お

い

て

も

、
 

世
俗
的
な
儀
礼
に
お
い
て
も
伝
統
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
た 

と

い
え

よ
う
。
六
月
二
五
日
の
戴
冠
式
に
む
け
て
ウ
ィ
ー
ン
宮
廷
側
と
ハ
ン 

ガ
リ
ー

王
国
側
は
交
渉
を
何
度
も
お
こ
な
っ
た
が
、

こ
の
時
点
で
合
意
に
達 

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

本

章

で

は

、

ハ

ン

ガ

リ

ー

王

戴

冠

式

前

の

マ

リ

ア•

テ
レ
ー

ジ

ア
が

置 

か

れ

て

い

た

政

治

状

況

に

つ

い

て

確

認

し

て

き

た

。

次

章

で

は

マ

リ

ア• 

テ

レ

ー

ジ

ア

の

ハ

ン

ガ

リ

ー

王

戴

冠

式

が

お

こ

な

わ

れ

て

い

く

に

あ

た

っ
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て
、

女

性

で

あ

る

こ

と

が

ど

の

よ

う

に

作

用

し

た

の

か

、

式

典

議

事

録 

(
z
e
r
e
m
o
n
i
a
l
p
r
o
f
o
k
-
l
)

に
基
づ 

い
て
確
認
し
て
い
く
。

ニ 

ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
に
お
け
る
女
性
君
主
へ
の
配
慮
、
 

何
を
変
え
て
、
何
を
変
え
な
い
か 

マ
リ
ア•

テ
レ
ー

ジ
ア
は
一
七
四
一
年
六
月
一
九
日
に
夫
フ
ラ
ン
ツ•

シ
ュ 

テ
フ
ァ
ン
と
共
に
多
く
の
随
行
員
を
引
き
連
れ
て
ド
ナ
ウ
川
を
下
り
、

ハ
ン 

ガ
リ
ー
に
入
っ
た
。

国
境
で
は
町
に
入
城
す
る
前
に
、
支
配
者
の
役
割
交
代 

を

示
す
儀
礼
的
な
衣
装
交
換
に
し
た
が
っ
て
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
族
衣
装
を

因)

身

に

纏

っ

た

。

六

月

ニ

一

日

に

ハ

ン

ガ

リ

ー

王

国

議

会

全

部

会

が

開

催

さ 

れ
、

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
は
伝
来
の
領
邦
の
自
由
を
認
め
、
副
王
の
選
出

(
)

を

保

証

し

、

こ

の

見

返

り

に

継

承

戦

争

を

戦

い

抜

く

た

め

に

、
常
備
軍
の 

設
置
と
そ
の
分
担
金
の
継
続
支
払
い
を
要
求
し
た
。
諸
身
分
は
こ
の
要
求
に 

唯
々
諾
々
と
し
た
が
う
こ
と
は
な
く
、
貴
族
の
免
税
特
権
の
保
証
、

ハ
ン
ガ 

リ
ー
政
府
の
独
立
性
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
貴
族
の
官
職
お
よ
び
教
会
録
を
伴
う
職 

位
の
排
他
的
独
占
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
王
国
議
会
へ
の
臨
席
を
要
求
し 

た
。
ま

た

こ

こ

で

も

フ

ラ

ン

ツ•

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
の
共
同
統
治
は
交
渉
を
難 

航
さ
せ
る
論
点
と
な
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
在
地
貴
族
を
中
核
と
す
る
下
院
は

(
)

特

に

マ

リ

ア
•

テ

レ

ー

ジ

ア

の

要

求

に

反

対

し

た

。

こ

う

し

た

問

題

に

解 

決
の
見
通
し
が
つ
く
こ
と
な
く
、
諸
身
分
の
要
求
を
継
続
審
議
す
る
こ
と
を 

約
束
し
た
上
で

、

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
戴
冠
式
は
一
七
四
一
年
六
月
二

五
日
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
と
い
う
危
機
に
直 

面
し
て

、
外
へ
向
け
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
諸
身
分
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
結
束
を 

示
す
た
め
に
、

問
題
は
棚
上
げ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
女
王
戴
冠
式
は
、
諸
身
分
と
女
王 

の
不
和
を
覆
い
隠
す
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

こ
こ
で
マ
リ 

ア
・
テ
レ
ー
ジ
ア
の
戴
冠
式
の
特
殊
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
れ
ま 

で
の
戴
冠
式
と
比
較
し
た
場
合
、

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
が
女
性
で
あ
る
と 

い

う

点

こ

そ

が

最

大

の

差

異

で

あ

る

と

い

え

よ

う̂

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
王 

配

で

あ

る

王

妃

の

戴

冠

式

が

た

び

た

び

お

こ

な

わ

れ

て

き

た

た

め

、

マ
リ 

ア
•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
戴
冠
式
が
王
妃
の
戴
冠
式
で
は
な
く
、
国
王
の
戴
冠
式 

で
あ
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、

政
治
的
身
体
と
し
て
の
マ 

リ

ア
•

テ

レ

ー

ジ

ア

は

完

全

に

男

性

と

し

て

扱

わ

れ

る

必

要

が

あ

っ

た

。 

そ
の
一
方
で
、

サ
ン
ド
ラ
・
ヘ
ル
テ
ル
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
戴
冠
式
に
お 

い
て
生
物
学
的
性
と
し
て
の
女
性
性
に
対
し
て
一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い 

た
。

こ
、っ

し

た

戴
冠

式

に

お

け

る

ジ

エ

ン

ダ

ー

と

し

て

の

女

性

性

の

無

視 

と
生
物
学
生
と
し
て

の
女
性
性
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

は
、
戴
冠
式
準
備
段
階 

の

式

典

議

事

録

か

ら

裏

付

け

る

こ

と

が

で

き

る

。

最

初

に

、

政

治

的

身

体 

と

し
て
男
性
と
し
て
扱
わ
れ
、
男

性

と

し

て
(

同
じ
よ
う
に)

振
る
舞
う
こ 

と
を

要
求
さ
れ
て
い
る
点
を
確
認
し
、
次
に
現
実
の
身
体
と
し
て
の
女
性
に 

配
慮
す

る
形
で

儀
礼
実
践
が
変
更
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。 

式
典
議
事
録
に
記
録
さ
れ
た
宮
廷
長
官
ジ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
一
七 

四
一
年
六
月
一
四
日
付
の
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
へ
の
出
立
、
国
王
戴
冠
式
前
お
よ
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び
最
中
に
観
察
さ
れ
る
べ
き
儀
礼
に
関
す
る
具
申
の
中
で
政
治
的
な
身
体
を 

重
視
し
て

い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
ま
ず
戴
冠
式
に
使
用
す
る
冠 

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
確
認
し
た
い
。

陛
下
が
聖
マ
ル
テ
ィ
ン
教
会
の
聖
具
室
か
ら
出
て
き
た
と
き
に
家
門 

冠
を
か
ぶ
る
べ
き
か
ど
う
か
に
関
し
て
、
忠

実
な
る
僕
、
宮
廷
長
官
で 

あ
る
私
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
宮
廷
顧
問
官
フ
オ
ン
・
コ
ラ
ー
の
見
解
で
は
、
 

一
六
八
七
年
に
国
王
ヨ
ー
ゼ
フ
も
家
門
冠
を
か
ぶ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で 

し
た
し
、

一
七
一
二
年
に
栄
光
に
満
ち
た
思
い
出
の
中
に
お
り
ま
す
お 

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
先
の
皇
帝
陛
下
も
す
で
に
ス
ペ
イ
ン
を
統
治
す 

る
王
で
あ
り
、
ま
た
す
で

に
戴
冠

し
た
皇
帝
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
家 

門
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
た
と
え
ロ
ー
マ
皇
后
た
ち
が
ハ 

ン
ガ
リ
ー
王
妃
と
し
て
戴
冠
さ
れ
た
と
き
に
家
門
冠
で
現
れ
て
い
た
と 

し
て
も
、
陛
下
は
あ
る
国
王
の
妻
と
し
て
で
は
な
く
、

国
王
自
身
と
し 

て
戴
冠
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
、

そ
れ
は
そ
の
よ
う
な
当
時
の
状
況
に
お 

い
て
異
な
る
性
質
の
も
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
国
王
の
妻
た
ち
は
聖
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
冠
を
頭
に
で 

は
な
く
、
右
肩
に
し
か
置
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
に
対
し
て
陛
下 

は
か
か
る
聖
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
冠
を
頭
に
か
ぶ
る 

だ

け

で

な

く

、

国

王

と

し

て

そ

れ

を

か

ぶ

っ

た

ま

ま

城

内

へ

行

き

、

(
)

テ
ー
ブ
ル
に
着
く
の
で
す
。

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
王
妃
の
戴
冠
式
に
お
い
て 

聖
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
王
冠
の
扱
い
が
国
王
の
戴
冠
式
と
は
異
な
る
こ
と
か 

ら
、

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
儀
式
を
王
妃
用
に
す
る
の
か
、
国
王
用
に
す 

る
の
か
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
コ
ラ
ー
も
ジ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
も
マ
リ
ア
・ 

テ
レ
ー
ジ
ア
が
正
当
な
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
世
襲
女
王
で
あ
る
こ
と
か
ら
頭 

へ
の
戴
冠
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
両
名
の
意
見
が
割
れ
た
の
は
、
帯
剣
と 

斬
剣
儀
式
に
つ
い
て
で

あ
る
。

以
下
に
そ
の
箇
所
を
確
認
し
て
み
よ
う
。 

ハ
ン
ガ
リ
ー
宮
廷
顧
問
官
コ
ラ
ー
に
よ
っ
て
、
戴
冠
式
の
儀
礼
の
中
で 

女

王/

王
妃 

(
K
ä
n
i
g
i
n
)

 

つ
ま
り
女
王 

(
R
e
g
n
i

 D
o
m
i
n
a
)

 

が
そ
れ 

を

含
ま
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
諸
王
が
ふ
だ
ん
す
る
よ
う
に
義
務
づ 

け

ら

れ

て

い

る

よ

う

に

、

陛

下

が

教

会

で

国

王

戴

冠

式

の

前

に

聖

イ 

シ
ュ
ト
ヴ
ア
ー
ン
の
剣
を
帯
剣
さ
せ
ら
れ
、
ま
た
祭
壇
前
で
そ
れ
を
三

(
)
 

回
十
字
に
振
り
下
ろ
す
か
ど
う
か
、
疑
問
が
呈
さ
れ

ま
し
た
。 

ド

イ

ツ

語

に

お

い
て

女

王

も

王

妃

もK
ä
n
i
g
i
n

で

表

現
さ
れ

、

紛
ら
わ
し
い 

が
、

コ
ラ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
妃
の
戴
冠
式
で
は
剣
を
使
っ
た 

儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

指
摘
し
、

こ
れ
を
検
討
す
る
よ
う
に 

議
題
に
挙
げ
て

い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
こ
の
報
告
を
執
筆
し
た
宮
廷
長
官
ジ 

ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
、

コ
ラ
ー
の
疑
義
を
き
っ
ぱ
り
と
退
け
て
い
る
。

陛

下

が

国

王

の

妻 

(
K
d
n
i
g
s
g
e
m
a
h
l
i
n

「

と

し

て

で

は

な

く

、

国
王
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(
K
ä
n
i
g
)

と

し

て

戴

冠

す

る

こ

と

を

考

慮

し

て

、

陛
下
は
聖
イ
シ
ュ 

ト

ヴ

ァ

ー

ン

の

剣

を

大

司

教

か

ら

〔腰
に
〕
巻
き
つ
け
て

も
ら

い
、
祭 

壇
の
前
で

三
回
十
字
に
振
り
下
ろ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。 

さ

ら

に

国

王

の

戴

冠

の

際

に

観

察

さ

れ

る

よ

う

な

も

の

は

全

て

観

察 

さ

れ

る

べ

き

で

し

ょ

う

。

し

た

が

っ

て

、

祭

壇

前

で

の

聖

イ

シ

ュ

ト 

ヴ
ァ
ー
ン
の
剣
の
帯
剣
な
ら
び
に
そ
の
あ
と
で
お
こ
な
わ
れ
る
三
回
の 

十

字

切

り

に

関

す

る

儀

式

は

本

質

的

な

も

の

と

見

な

さ

れ

る

も

の

で 

(T) 

.

す

。

は
筆
者
に
よ
る
補
足
、
傍

覇

は

筆

者

に

よ

る

強

調) 

コ
ラ
ー
は
マ
リ
ア
・
テ
レ
ー
ジ
ア
の
女
性
と
し
て
の
身
体
に
着
目
し
て
剣
に 

よ
る
儀
式
を
お
こ
な
う
こ
と
に
懸
念
を
示
し
た
が
、

ジ
ン
ツ
エ
ン
ド
ル
フ
は 

政
治
的
な
身
体
、

つ
ま
り
男
性
形
で
示
さ
れ
る
国
王
と
し
て
の
戴
冠
を
重
視 

し
、
「
本

質

的

な

」
儀

礼

に

お
け

る

自

然
な

性

差

を

無

視

す

る
こ

と

を

主

張 

し
た
。

シ
ュ
ト

ル

ベ

ル
クH

リ
リ
ン
ガ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
宮
廷
側
は 

支
配
要
求
に
関
わ
る
儀
礼
に
お
い
て
自
然
な
性
差
は
顧
慮
さ
れ
な
い
と
主
張 

し
た
。
た
と
え
ば
、

一
七
四
三
年
の
新
任
の
教
皇
大
使
に
対
す
る
儀
礼
に
お 

い
て
、
女
性
が
枢
機
卿
に
対
し
て
ビ
レ
ッ
タ
帽
を
か
ぶ
せ
る
と
い
う
行
為
が 

前

例

も

な

く

、

不

適

合

で

あ

る

と

い

う

ロ

ー

マ

教

皇

庁

側

の

懸

念

に

対

し 

て
、
侍

従
長
ケ
ー

フ
ェ
ン
ヒ
ュ
ラ
—H
 
メ
ッ
チ
ュ
は
、
国
王
と
統
治
権
と
い 

う
も
の
が
一
体
で

あ
る
以
上
、

「
〔
そ
の
儀
礼
を
〕
名
誉
の
た
め
に
教
皇
庁
が 

戴
冠
し
た
人
た
ち
に
当
然
与
え
る
べ
き
世
俗
の
儀
礼
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

る
場
合
、
-

:

〕
男
と

女
と

い
う
性
別
は
十
分
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」 

と

書

き

記

し

て

い

る

。

こ

う

し

た

事

例

か

ら

儀

礼

に

お

い

て

女

王

は

国

王 

と

い
う
政
治
的
身
体
と
し
て
扱
わ
れ
、

し
た
が
っ
て
生
物
学
的
性
が
儀
礼
遂 

行
を
何
ら
妨
げ
る
も
の
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
宮
廷
の
見
解
と
し
て
一 

般
的
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

六
月
一
七
日
の
会
議
で
は
宮
廷
長
官
ジ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
具
申
で
挙
げ 

ら
れ
た
論
点
に
つ
い
て
協
議
が
も
た
れ
て
い
る
。
家

門
冠

問
題
で

は
、
宫
廷

()

政

庁

長

官

ジ

ン

ツ

ェ

ン

ド

ル

フ

伯

が

「
陛

下

が

城

か

ら

出
て

聖

マ

ル

テ

ィ 

ン

教

会

ま
で

の

道

中

、
家

門

冠

を

か

ぶ

る

べ

き

」

と

い

う

見

解

を

示

し

た 

が
、
戴
冠
前
に
簡
単
に
外
せ
る
よ
う
に
、
家

門

冠

で

は

な

く

「
王
冠
の
形
を 

し
た
装
い
」

を

身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

し
か
し
、
 

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
は
こ
う
し
た
議
論
に
対
し
て
叔
父
や
父
と
同
様
、
家 

門

冠

な

し

で

教

会

へ

向

か

う

こ

と

に

決

定

し

て

い

る

。

ま

た

、

帯

剣

と

斬 

剣

儀

式

に
つ
い
て

は
、
国
王
の
戴
冠
式
に
は
欠
か
せ
ぬ
も
の
と
し
て
省
略
も 

変
更
も
で
き
な
い
と

さ
れ

た
。

た
だ
し
、
「
女
王
陛
下
は
聖
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー 

ン

の

剣
を

担

ぐ

の

に

重

荷
が

生

じ

る

と

思
わ

れ

る

の
で

、
」
献
酌
侍
従
長
が 

ク

ッ

シ

ョ

ン

を

介

し
て

剣

を

持

つ

役

割

を

果

た

し

、

「
女

王

陛

下
が

剣
を

儀 

式
に
必
要
な
と
き
に
は
い
つ
で

も
す

ぐ
に
差
し
出
し
、
手
渡
す
こ
と
が
で
き 

る
」

よ

う

に

取

り

計

ら

う

こ

と

が

決

め

ら

れ

た

。

こ

こ

で

は

女

性

と

い

う 

自
然
な
性
に
由
来
す
る
事
情
に
配
慮
し
て

い
る
。

つ
ま
り
、
儀
礼
は
不
変
の 

も
の
で

は

な

く

、
初
め
て
の
女
性
の
王
の
誕
生
に
際
し
て

、
本
質
的
で
は
な 

い
部
分
に
関
し
て
は
、
本
質
的
な
儀
礼
に
お
い
て
失
敗
が
起
き
な
い
よ
う
に
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手

順

を

変

更

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。

以

上

の

こ

と

か

ら

、

儀
礼
の
本 

質
に
関
わ

る
部
分
と
そ
う
で
は
な
い
細
部
に
お
い
て
、 

生
物
学
的
性
へ
の
配 

慮
の
あ
り
方
が
異
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

つ
ま
り
、
本
質
に
関
わ
る
部 

分

に

お

い

て

国

王

と

い

う(

男
性
的)

役
割
を
演
じ
る
た
め
生
物
学
的
性
は 

無
視
さ
れ

る
が
、
本
質
的
で
は
な
い
部
分
で
は
生
物
学
的
性
に
対
す
る
配
慮 

が
な
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
儀
礼
実
践
の
状
況
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
次
章
で
は 

本
質
的
な
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
塗
油
儀
礼
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

-
-

戴
冠
式
の
描
写
に
ひ
そ
む
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

(

一)

塗
油
儀
礼

戴

冠

式

に

欠

か

せ

な

い

儀

式

の

中

に

塗

油

儀

礼

が

あ

る

。

マ

リ

ア•

テ 

レ
ー
ジ
ア
の
戴
冠
式
に
お
い
て
も
当
然
塗
油
儀
礼
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。 

式
典
議
事
録
に
よ
る
と

、
聖
別
の
後
で
、
 

身
支
度
を

お
こ

な
い
、
祭
壇
の
最 

上
段
に
用
意
さ
れ
た
御
座
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
大
司
教
に
よ
っ
て
は
じ
め
は
右 

手

と

肘

の

関

節

部

〔右

腕

〕
、

そ

の

後

で

肩

甲

骨

の

間

〔背

中

〕

に
聖
油
が 

塗

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

塗

油

儀

礼

に

つ

い

て

、

シ

ュ

ト

ル

ベ

ル

クU

リ
リ 

ン
ガI

は
、

一
七
四
三
年
か
ら
一
七
四
七
年
ま
で
出
版
さ
れ
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ 

ル

ク

の

法

学

者

ク

リ

ス

ト

フ•

ゴ

ッ

ト

リ

ー

プ•

リ
ヒ
タ
—
が
執
筆
し
た
と 

さ

れ

る

『
ハ
ン
ガ
リ
ー
女
王
に
し
て
ボ
ヘ
ミ
ア
女
王
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公 

で

あ

る

至

尊

か

つ

偉

大

な

君

主

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
生
涯
お
よ
び
国
家 

の
歴
史
』

に
依
拠
し
な
が
ら
、
戴
冠
儀
礼
を
概
観
し
て

い
る
。

シ
ュ
ト
ル
ベ

ル
ク
リ
リ
リ
ン
ガ
ー
は
、
塗
油
儀
礼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。 

候
補
者
が
主
席
大
司
教
か
ら
右
肩
と
胸
に
聖
別
さ
れ
た
油
を
塗
油
さ
れ 

る
前
に
、
 

神
聖
な
連
祈
祷
が
う
た
わ
れ
た
。
塗
油
は
初
期
中
世
以
来
キ 

リ
ス
ト
教
の
国
王
戴
冠
の
神
聖
な
最
高
点
で
あ
っ
た
。
と

い
う
の
は
、
 

こ
れ
は
司
祭
叙
任
に
相
当
し
、
国
王
を
主
の
救
世
主
に
し
た
か
ら
で
あ 

る
。

こ
れ
は
普
通
女
性
に
与
え
ら
れ
な
い
神
聖
な
ほ
と
ん
ど
司
祭
と
同

〈4)

格

の

位

で

あ

。

様
々
な
塗
油
儀
礼
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
と
お
り
、
君
主
は
塗
油
儀 

礼

を

通

し

て

聖

性

を

帯

び

る

と

さ

れ

た

。

問

題

は

塗

油

の

箇

所

で

あ

る

。 

シ

ュ

ト

ル

ベ

ル

クM

リ

リ

ン

ガ

ー

お

よ

び

そ

の

記

述

の

も

と

と

な

る

リ

ヒ 

タ

—
は
、

「
右

肩

と

胸

」

に

塗

油
が

お
こ

な

わ

れ

た

と

述

べ

て

い

る

。

そ
し 

て

シ

ュ
ト

ル
ベ
ル
クH

リ
リ
ン
ガ
ー
は
、
別
の
箇
所
で
は
マ
イ
ネ
ル
ト
に
依 

拠
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

国

王

の

塗

油

の

神

聖

な

儀

式

に

お

い

て

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
は
す
で 

に
述
べ
た
と
お
り
、
旧
約
聖
書
を

手
本
に
し
て

、
預
言
者
サ
ム
エ
ル
が 

ダ
ヴ
ィ
デ
王
に
お
こ

な
っ
た
よ
う
に
、
右
腕
と
胸
に
香
油
を

塗
っ
たQ 

神
聖
な
秘
蹟
が
授
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
司
教
叙
階
式
の
際
に
も
ロ
ー
マ 

の
典
礼
に
従
っ
て
右
手
に
塗
油
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
典
礼
に
現
れ
る 

詳

細

さ

え

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
は
自
然
な
性
に
顧
慮
さ
れ
る
こ
と
な
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く

、
男
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
。

シ
ュ
ト

ル

ベ

ル
ク"

リ
リ
ン
ガ
ー
の
記
述
に
は
塗
油
さ
れ
た
箇
所
に
異
同
が 

あ

る

。
参

照

さ

れ

た

リ

ヒ

タ

ー

と

マ

イ

ネ

ル

ト

と

の

叙

述

で

は

、
右
腕
と 

胸

で

は

な

く

、

右

肩

と

胸

に

塗

油

し

た

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

し
た
が
っ 

て
、

シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
リ
リ
リ
ン
ガ
ー
の
記
述
は
単
純
な
誤
り
だ
と
考
え
ら 

れ
る
が
、
問
題
は
、
参
照
さ
れ
た
文
献
の
記
述
と
式
典
議
事
録
の
記
録
に
も 

異

同

が

あ

る

こ

と

で

あ

る

。
式

典

議

事

録

で

は

す

で

に

確

認

し

た

よ

う

に 

「
最

初

に

右

手

と

肘

の

関

節

部

〔右
腕
」
、

そ

れ

か

ら

肩

甲

骨

の

間

〔背
中
〕
」 

-erstL

 inferjuncturam

 m
anus  dextra-  et  m

ter  Juncturam

 Cubiti

- 

"
)
 

h
e
r
n
a
c
h

 a
b
e
r

 i
n
t
e
r

 s
c
a
p
u
l
a
s
)

 

に

塗

油

さ

れ

て

い

る

。

こ
こ

に

、 

胸
に 

塗
油
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。

こ
れ
は
単
に
記
録
の
書
き
損
じ
で
あ
ろ
う 

か
。
式
典
議
事
録
の
戴
冠
式
の
段
取
り
を
確
認
し
た
記
録
を
確
認
す
る
と
塗 

油
儀
礼
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

陛
下
が
祭
壇
前
に
再
び
姿
を
現
す
と
き
、

大
司
教
猊
下
は
同
時
に
典
礼 

儀
礼
書
か
ら
祈
祷
文
を
話
な
が
ら
、
女
王
陛
下
の
右
腕
に
聖
な
る
油
を 

塗
油

し

、

そ
の
後
で
指
を
再
び
聖
油
に
浸
し
、
陛
下
の
両
肩
甲
骨
の
間 

に
も
塗
油
す
る
。
大
司
教
は
そ
れ
か
ら
再
び
典
礼
儀
礼
書
か
ら
祈
祷
文 

を
読
み
上
げ
る
の
で

、
塗
油
の
際
に
は
王
国
式
部
長
が
補
助
し
、
聖
油 

を
手
に
持
つ6

こ
こ
で
も
塗
油
の
対
象
は
右
腕
と
両
肩
甲
骨
の
間
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し 

た
史
料
上
の
記
述
を
確
認
す
る
限
り
、
実
際
に
塗
油
さ
れ
た
箇
所
は
右
腕
と 

両

肩

甲

骨

の

間

だ

と

推

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

だ

ろ

う

。

し

た

が

っ

て

、
 

シ

ュ
ト

ル

ベ

ル

クH

リ
リ
ン
ガ
ー
は
、

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
戴
冠
式
で 

自
然
な
性
差
が
無
視
さ
れ

、
男
性
と
し
て
扱
わ
れ

た
こ
と
を

強
調
し
た
が
、
 

少
な
く
と
も
虚
構
の
記
述
で
あ
る
胸
へ
の
塗
油
は
そ
の
論
拠
と
は
な
ら
な
い 

だ
ろ

う

。

こ
こ
で
二
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
戴
冠
式
で
は 

な
ぜ
胸
に
塗
油
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
塗
油
部
位
は
儀
礼
の
本
質
的
な 

部
分
で

は

な

く

、
生
物
的
性
に
配
慮
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
う
ひ
と
つ
の
疑 

問
は
、
胸
に
塗
油
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
リ
リ 

リ
ン
ガ
ー
が
参
照
し
た
二
つ
の
文
献
は
な
ぜ
胸
に
塗
油
し
た
と
記
述
し
て
い 

る
の
か
。
史
料
と
文
献
と
の
異
同
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。
最
初
に
な
ぜ
胸
に 

塗

油

し

な

か

っ

た

の

か

と

い

う

疑

問

に

つ

い

て

考

察

し

て

い

き

た

い

。

ま 

ず

、

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
前
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
塗
油
儀
礼
に
お
け
る 

塗
油
の
部
位
に
つ
い
て

式
典
議
事
録
に
基
づ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。 

結
論
か
ら

言
え
ば
、
胸
へ
の
塗
油
が
お
こ

な
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
、

マ
リ 

ア
•

テ
レ
ー
ジ
ア
が
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
。
表
を
見
て
わ

か
る
と

お
り
、
 

す
で

に

、
彼
女
の
父
カ
ー
ル
六
世
の
戴
冠
式
の
時
に
は
胸
へ
の
塗
油
が
お
こ 

な
わ
れ
ず
、
肩
甲
骨
の
間
に
塗
油
が
お
こ

な
わ
れ
て

い
る
。

そ
の
前
の
ヨ
ー 

ゼ
フ
一
世
の
時
は
ま
だ
右
腕
と
胸
に
塗
油
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
、
彼 

の
代
で
儀
礼
に
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た

、

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
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ジ
ア
以
降
の
君
主
は
右
腕
と
両
肩
甲
骨
の
間
に
塗
油
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。 

な
ぜ
胸
へ
の
塗
油
が
変
化
し
た
の
か
、

カ
ー

ル
六
世
の
戴
冠
式
の
記
録
を 

確

認
す

る
と

、
式
典
議
事
録
の
カ
ー
ル
六
世
戴
冠
式
前
日
の
段
取
り
を
確
認 

す

る
文
章
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
つ
か
る
。

宮
廷
侍
従
長
は
祭
壇
の
裏
で
塗
油
の
た
め
に
皇
帝
陛
下
の
準
備
を
し
な 

け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
様
に
そ
の
後
拭
き
取
る
際
に
も
奉
仕
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
か
っ
た
。
宮
廷
長
官
立
ち

会
い
の
下
で

塗
油
儀
礼
は
、
右
腕
と 

そ
れ
か
ら
両
肩
甲
骨
の
間
に
お
こ
な
わ
れ
、
祭

式
書
が
い
う
よ
う
に
、

(
的)

胸
に
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
(

傍
線
部
は
筆
者) 

こ
こ
で
は
は
っ
き
り
と
胸
に
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て 

お
り
、

そ
の
根
拠
と
し
て
祭
式
書
が
あ
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
儀
礼
文
書
に 

収

録

さ

れ

て

い

る

議

事

録

の

下

書

き

と

思

わ

し

き

文

書

で

は

、

一

度

「
胸 

に
」
と

書
き
込
み
、

そ

れ

を

横

線

で

取

り

消

し

て

「
両
肩
甲
骨
の
間
に
」
と 

修

正

し

て

い

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

、

お

そ

ら

く

、

カ

ー

ル

六

世

の

戴
冠

式 

を
準
備
し
た
宮
廷
官
吏
た
ち
は
、
祭
式
書
を

参
照
し
て

、
右
腕
と
両
肩
甲
骨 

の
間
に
塗
油
す
る
こ
と
を
意
識
的
に
決
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま

た

、

王
妃
の
戴
冠
式
に
つ
い
て
は
、
直

近
だ
と

、

一
七
一
四
年
の
カ
ー 

ル

六

世

の

妃

エ

リ

ー

ザ

ベ

ト•

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
、

一
六
五
五
年
の
フ
ェ
ル 

デ
ィ
ナ
ン
ト
三
世
の
妃
エ
レ
オ
ノ
ー
ラ
・
マ
リ
ア
が
戴
冠
式
を
挙
行
し
て
い 

る
が
、
ど
ち
ら
も
右
腕
と
両
肩
甲
骨
の
間
に
塗
油
さ
れ
て
い
る
。

国
王
と
は

異
な

り

、
お
そ
ら

く
女
性
で
あ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
、
も
と
も
と
胸
へ
の
塗 

油
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
だ
と

考
え
ら
れ

る
。

以
上
、
歴
代 

君
主
の
塗
油
儀 

礼
に
着
目
し
て 

塗
油
さ
れ
た
部 

位
に
つ
い
て
確 

認

し

て

き

た
 

が
、
胸
へ
の
塗 

油

は

、
王
妃
の 

場
合
お
こ
な
わ 

れ
る
こ
と
は
な 

く
、
ま
た
、

国 

王
戴
冠
式
に
お 

い

て

は

マ

リ
 

ア
•

テ
レ
ー
ジ 

ア
の
時
に
初
め 

て
消
滅
し
た
の 

で
は
な
く
、
す 

で
に
父
カ
ー
ル 

六
世
の
時
に
な

表マリア•テレージア前後のハンガリーでの戴冠式における塗油部位 

について

誰が いつ どこに途油された 典拠

エレオノーラ♦マリア（王妃） 1655 右腕と両肩甲骨の聞 Ältere ZA. 5-4, fol. 257r
レーオポルト1世 1655 右腕と胸 ZA-Prot.1 fol.516
ョーゼフ1世 1687 右腕と胸 ZA-Prot. 4 fol. 256v
カール6世 1712 右腕と両肩甲骨の間 ZA-Prot. 7 fol. 141tv

ェリーザベト•クリスティーナ（王妃） 1714 右腕と両肩甲骨の間 ZA-Prot. 8 fol. 168v

マリア/テレージア 1741 右腕と両肩甲骨の間 ZA-Prot.18 fol. 283v
ョーゼフ2世 - 戴冠式おこなわず

レーオボルト2世 1790 記載なし''

右腕と両肩甲骨の間
ZA-Prot. 37 fol. 348r
Preßburger Zeitung ¢17. Nov.1790)

a）式典議事録では塗油部位ははっきりしないが、『プレスブルク新聞』 

には右腕と背中に塗油されたと記載されている。これまでの経緯からお 

そらく右腕と背中に塗油がおこなわれたと推定できる。式典議事録上で 

の記載の簡略化については、啓蒙の時代を経て宗教的意味合いの強い塗 

油儀礼の重要性が低下したためだと考えられる。
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く
な
っ
て
い
た
。

そ
の
カ
ー
ル
六
世
の
塗
油
儀
礼
は
史
料
に
よ
る
と
祭
式
書 

に
し
た
が
っ
て
変
更
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
印
刷
物
に
お
い
て
描
写

さ
れ
る
塗
油
部
位
は
一
定
で
は
な
い
。 

た

と

え

ば

、

一
七

九

〇

年

に
ク

ロ

ア

チ

ア

出

身

の

法
学

者

ア
ー

ダ

ル

ベ

ル 

ト
•

フ

ォ

ン•

バ
リ
チ
ュ
が
レ
ー
オ
ポ
ル
ト
ニ
世
の
戴
冠
式
を
き
っ
か
け
に 

執

筆

し

た

『
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
王
お
よ
び
王
妃
た
ち
の
通
例
の
戴
冠
式
』

に
よ 

る
と
、
国
王
戴
冠
式
で
の
塗
油
は
通
常
右
肩
と
胸
に
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
だ 

と

い
う

。

こ
れ
に
対
し
て
、
右
腕
と
両
肩
甲
骨
の
間
に
塗
油
す
る
こ
と
を
明
記
し
た 

文
献
も
存
在
す
る̂

ハ

ン

ガ

リ

ー

の

歴

史

家

マ

ル

テ

ィ
ン•

ゲ
オ
ル
ク
・
コ 

ヴ

ァ

チ

ッ

チ

の

『崇

高

な

る

ハ

プ

ス

ブ

ル

クH

オ

—

ス
ト
リ
ア
家
か
ら
聖
な 

る
使
徒
王
冠
で
も
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
並
び
に
王
妃
に
こ
の
期
間
を
通
じ
て 

繰
り
返
し
戴
冠
さ
れ
た
両
性
の
喜
ば
し
く
強
大
な
諸
君
主
の
戴
冠
儀
礼
』 

七
九
〇)

に
は
国
王
と
王
妃
の
戴
冠
式
の
教
会
儀
礼
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。 

こ

れ

は

「
一
六
二
七
年
に
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
プ
ラ
ン
タ
ン
に
よ
っ
て
編
集
さ 

れ

た

祭

式

書

か

ら

の

抜

粋

」

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

そ

し
て

、

塗

油

儀

礼 

の
説
明
で
は
、

「
十

字

の

形

に

、

そ

の
も

の

の

右

腕

、
手

と

肘

の

間

、

並
び 

に

肩

甲

骨

の

間

に

塗

油

」

す

る

と

書

か

れ

て

い

る

。

つ
ま
り
、

こ
の
祭
式 

書

は

、

バ
リ
チ
ュ
の
記
述
と
は
異
な
り
、
右
腕
と
背
中
に
塗
油
す
る
よ
う
に 

指

示

し

て

い

る

祭

式

書

で

あ

る

。

カ

ー

ル

六

世

の

塗

油

儀

礼

が

祭

式

書

に 

従
っ
て

変
更
さ
れ
た
と
す
る
と
、

こ

の

コ

ヴ

ァ

チ

ッ

チ

が

『戴
冠

儀
礼
』

の 

中
に
収
録
し
た
プ
ラ
ン
タ
ン
の
祭
式
書
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ

う

。次
に
王
妃
の
戴
冠

式
に
つ
い
て

も
、

バ
リ
チ
ュ
お
よ
び
コ
ヴ
ァ
チ
ッ
チ
の 

文
献
を

確
認
し
て

い
こ

う
。
ま
ず
バ
リ
チ
ュ
は
王
妃
の
戴
冠
式
に
つ
い
て
以 

下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

王
女
が
政
務
に
就
く
場
合
、
男
性
の
国
王
と

同
じ
よ
う
に
、
戴
冠
さ 

せ
ら
れ
る
習
わ
し
が
あ
る
。
唯
一
の
違
い
は
、

そ
の
も
の
に
は
二
回
目 

の

胸

へ

の

塗

油

が

肩

の

間

〔背

中

〕

に
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。 

戴

冠

さ

せ

ら

れ

る

王

妃

〔女
王
〕•

が
政
務
に
就
く
女
性
で
は
な
く
、
 

単
な
る
国
王
の
妻
で

あ
る
場
合
、
儀
式
は
多
少
異
な
る
。

た
い
て
い
の 

場
合
、

本
質
的
な
も
の
だ
け
お
こ
な
わ
れ
る
。

し
か
し
こ
れ
以
外
、
戴 

冠

式
の
副
次
的
な
こ
と

に
属
す
る
残
り
の
も
の
は
維
持
さ
れ
、
状
況
に 

応
じ
て

変
更
さ
れ

る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
女
性
の
戴
冠

式
の
場
合
、

お
そ
ら
く
は
そ
の
生
物 

学
的
性
に
対
す
る
配
慮
か
ら

二
回
目
の
塗
油
の
場
所
が
胸
で

は
な
く
、
両
肩 

甲

骨

の

間

に

変

更

さ

れ

る

こ

と

で

あ

る

。

す

で

に

確

認

し

た

一

七

一

四

年 

の

エ

リ

ー

ザ

ベ

ト•

ク

リ

ス

テ

ィ

ー
、不

の

戴

冠

式
で

も

右

腕

と

両

肩

甲

骨 

の

間

に

塗

油

が

お

こ

な

わ

れ

て

い

る

。

こ

れ

は

一

六

五

五

年

に

戴
冠

し

た 

フ

ェ

ル

デ

ィ
ナ

ン

ト

三

世

の

妻

エ

レ

オ

ノ

ー

ラ•

マ
リ
ア
の
塗
油
式
の
場
合 

も

同

様

だ

っ

た

。

そ
し
て

、

『
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
王
お
よ
び
王
妃
た
ち

の
通
例
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の
戴
冠
式
』 

の
中
で
女
性
の
塗
油
儀
礼
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て 

い
る
。今

や

他
の
祈
祷
と

並
ん
で

全
て
の
聖
職
者
に
よ
る
連
祷
が
唱
え
ら
れ
、
 

そ

れ

か

ら

主

席

大

司

教

が

右

腕

と

肩

の

間

〔背
中
〕

に
お
こ
な
う
習
わ

(
)

し
と
な
っ
て
い
る
塗
油
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、

バ
リ
チ
ュ
は
女
性
君
主
が
慣
習
的
に
右
腕
と
両
肩
甲
骨
の
間
に
塗 

油
さ
れ

る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
コ
ヴ
ァ
チ
ッ
チ
が
採
録
し
た
プ
ラ
ン
タ 

ン
の
祭
式
書
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
王
妃
か
つ
王
国
統
治
者 

女
王
〕

の
祝
福
と
戴
冠
に
つ
い
て
」

の

塗

油

儀

礼

も

国

王

と

同

様

「
女
王
の 

右

腕

、
手

と

肘

の

間

並

び

に

肩

甲

骨

の

間

に

」

塗
油
す

る
と

記

さ
れ
て

い 

(
)る

。マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
塗
油
部
位
に
つ
い
て
は
、
式
典
議
事
録
上
で
議 

論
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

つ
ま
り
、
儀
礼
の
準
備
段
階
に
お
い
て
も
何
の
違 

和
感
も
な
く
右
腕
と
両
肩
甲
骨
の
間
に
塗
油
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
と
考
え 

ら
れ
る
。

王
妃
の
戴
冠
式
で
は
な
く
、

国
王
の
戴
冠
式
と
し
て
演
出
す
る
こ 

と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
宮
廷
の
考
え
を
ふ

ま
え

る
と

、

マ
リ
ア
・
テ
レ
ー
ジ 

ア
の
戴
冠
式
に
お
け
る
塗
油
儀
礼
は
、
女
性
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
変
更
を 

加
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

カ
ー
ル
六
世
の
塗
油
儀
礼
の
事
例
と 

合
わ

せ
て
考
え
る
と
、

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
に
対
す
る
右
腕
と
両
肩
甲
骨 

の
間
へ
の
塗
油
は
、

父
王
の
先
例
と
慣
習
に
従
っ
た
だ
け
で
あ
り
、

そ
こ
に

特
別
な
理
由
は
な
い
よ
う
に
思
え

る
。

マ

ル

ク•

ブ
ロ
ッ
ク
や

カ
ン
ト
ー
ロ
ヴ
ィ
チ
に
よ
る
と
、

サ
ム
エ
ル
が
サ 

ウ

ル

の

頭

頂

部

に

塗

油

し

た

の

を

は

じ

め

と

し

て

国

王

は

頭

頂

部

を

含

む 

様
々
な
部
位
に
塗
油
を

受
け
て

い
た
が
、
聖
職
至
上
主
義
的
観
点
か
ら

、

一
 

二

〇

四

年

イ

ン

ノ

ケ

ン

テ

ィ

ウ

ス

三

世

は

「
聖
な
る
塗
油
に
つ
い
て
」
と
い 

う

教
令
を

発
布
し
、
司
教
の
叙
任
の
際
に
は
頭
頂
部
に
塗
油
す
る
こ
と
を
認 

め
た
が
、
国
王
の
聖
別
の
際
に
は
頭
頂
部
に
塗
油
す
る
こ
と
を
認
め
な
か
っ 

た
。
中

世

の

儀

礼

手

順

を

ま

と

め

た

ギ

ョ

ー

ム•

デ

ュ

ー

ラ

ン

の

『聖
務
要

(
)
 

理
』

で

も

司

教

叙

任

と

国

王

聖

別

の

儀

礼

は

同

じ

よ

う

に

区

別

さ

れ

た

。 

た
だ
し
、
法
学
者
の
議
論
の
中
で
は
王
の
聖
別
は
即
位
の
必
須
要
件
で
は
な 

く

、
世
襲
王
権
が
強
化
さ
れ
て

い
く
に
つ
れ
て
重
要
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
。 

カ
ン
ト
ー 
ロ
ヴ
ィ
チ
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
一
三
世 

紀
末
に
聖
別
と
王
位
継
承
を
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て 

い
る
。

つ
ま
り
、

世

襲

王

制

に

お

い

て

王

は

生

ま

れ

な

が

ら

に

し

て

王

な 

の
で
あ
り
、

国
王
の
正
統
性
は
理
論
的
に
は
教
会
に
よ
る
承
認
や
人
民
に
よ 

る
選
挙
を
得
る
こ
と
な
く
、

そ
の
王
朝
に
担
保
さ
れ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
 

本
稿
が
対
象
と
し
て
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
は
、

国
事
詔
書
が
成
立
す
る
ま 

で
選
挙
王
制
で
あ
り
、
法
的
に
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
王
位
が
自
動
的
に
認 

め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
、っ
し
た
塗
油
部
位
の
変
化
に
関
し
て
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
に
先
ん 

じ
て

、
ボ
ヘ
ミ
ア
王
戴
冠
式
で
も
生
じ
て
い
た
。

ベ

ニ

ー

タ•

ベ
ル
ニ
ン
グ 

に
よ
る
と
、
原
因
に
つ
い
て

史
料
か
ら
説
明
で
き
な
い
が
、
ボ
ヘ
ミ
ア
国
王
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戴

冠

式

の

塗

油

儀

礼

に

お

い

て

も

、

フ

エ

ル

デ

ィ

ナ

ン

ト

四

世

の

戴
冠

式 

(

一
六
四
六
年)

以

降

胸

へ

の

塗

油

が

消

滅

し

た

と

い

う

。

ベ
ル
ニ
ン
グ
は 

式

典

議

事

録

に

「
塗

油

の

た

め

に

背

中

を

少

し

開

き

、

ひ
も
で
く
く
り
つ 

け

、
 

右
腕
は
肘
の
後
ろ
ま
で
開
か
れ
、
ボ
タ
ン
を
閉
め
て
お
く
」
と
胸
ま
で 

の
開
襟
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
こ
と
か
ら
、
記
録
上
の
間
違
い
で
は
な
い
こ 

と
を

確
認
し
、

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
衣
服
の
着
脱
な
ど
に
伴
う
面
倒
を
省 

い

た

儀

礼

遂

行

の

簡

便

化

を

挙

げ

て

い

る

。

し
か

し

、

単

純

に

儀

礼

を

合 

理
化
し
た
だ
け
で
あ
れ
ば
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
で
も
同
時
期
に
儀
礼
の 

変
化
が
起
こ
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
変
化
に
は
お
そ
ら
く
別 

の
要
素
が
関
係
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
 

十
分
な
検
討
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
塗
油
儀
礼
の
変
化
の
理
由
は
改
め
て 

論
じ
直
す
こ
と
に
し
た
い
。

(

二)

な
ぜ
印
刷
メ
デ
ィ
ア
は
虚
報
を
流
し
た
の
か

前

節
で

は

、
塗
油
部
位
に
つ
い
て

検
討
し
た
が
、
本
節
で
は
も
う
ひ
と
つ 

の
問
題
で
あ
る
な
ぜ
印
刷
メ
デ
ィ
ア
は
事
実
と
異
な
る
報
道
を
お
こ
な
っ
て 

い
た
の
か
考
察
し
て
い
き
た
い
。
宮
廷
で
お
こ
な
わ
れ
た
祭
事
に
関
す
る
情 

報
は
通
常
、

公
式
報
道
と
し
て
、
特
権
印
刷
業
者
が
発
行
す
る
新
聞
に
掲
載 

さ

れ

た

。
特

に

ヨ

ハ

ン
•

ペ

ー

タ

— 
•

フ

ァ

ン
•

ゲ

ー

レ

ン

に

よ

っ

て

発 

行

さ

れ

た

『
ウ

ィ

ー

ン

日

報

』(
w
i
e
n
e
r
i
s
c
h
e
s

 D
i
a
r
i
u
m
)

 

は
ハ
プ
ス
ブ 

ル

ク

君

主

国

に

お

け

る

宮

廷

新

聞

と

し

て

重

要

な

役

割

を

担

っ

て

い

た

。 

『
ウ
ィ
ー
ン
日
報
』

は
、
宮

廷

側

か
ら

独

占

的

な

情

報

を

受

け

取

る

か
わ

り

に
、
あ
ら
ゆ
る
世
襲
領
の
出
版
者
に
無
料
で
最
新
号
を
一
部
送
付
す
る
こ
と 

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ヴ

ェ

ル

ナ

ー•

テ
レ
ス
コ
ら
に
よ
れ
ば
、
宮
廷 

は

情

報

独

占

と

公

知

手

段

を

確

保

し

た

。

つ
ま
り
、

『
ウ
ィ
ー
ン
日
報
』

は 

宮
廷
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
根
幹
を
担
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ハ
ン 

ガ

リ

ー

女

王

戴

冠

式

の

様

子

も

『
ウ
ィ
ー
ン
日
報
』

の

号

外

記

事

「
六
月
二 

五
日
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
の
自
由
都
市
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
で
円
滑
に
お
こ
な
わ 

れ

た
、

オ

ー

ス

ト

リ

ア

大

公

、

ロ

ー

ト

リ

ン

ゲ

ン"

バ

ー

ル

公

妃

、

ト
ス 

カ

ー

ナ

大

公

妃

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
陛
下
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
女
王
戴
冠
式
の

(
66)

詳

細

な

記

述

」

の

中
で

扱

わ

れ

て

い

る

。

こ

の

記

事

は

お

そ

ら

く

こ

の

戴 

冠

式

に

関

す

る

印

刷

さ

れ

た

詳

報

の

中

で

は

最

も

早

い

も

の

の

一

つ

で

あ 

る
。

こ
の
記
事
は
、

六
月
一
九
日
の
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
入
市
、

ニ
ニ
日
市
民
団 

の
表
敬
訪
問
、
 

二
三
日
戴
冠
式
で
焼
か
れ
る
牛
の
お
披
露
目
と
屠
殺
、

国
王 

寝
所
へ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
冠
と
王
の
権
標
の
移
動
、

二
四
日
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ 

の
日
の
金
羊
毛
騎
士
団
を
と
も
な
う
ミ
サ
、
教
会
ま
で
の
王
冠
の
移
動
の
様 

子
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
二
五
日
の
戴
冠
式
の
様
子
を
詳
し
く
描
写
し
て
い 

る
。記

事
の
内
容
で

興
味
深

い
の
は
、
聖
王
冠
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
で
あ 

る
。
戴

冠

の

様

子

を

描

く

前

に

、

ハ

ン

ガ

リ

ー

に

お

け

る

聖

王

冠

の

重

要 

性

、

王
冠
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
手
に
渡
る
ま
で
の
来
歴
に
つ
い
て
補
足
し 

て

い

る

。

ハ

ン

ガ

リ

ー

王

戴

冠

式

を

メ

デ

ィ

ア

事

件

と

し

て

分

析

し

た

サ 

ン

ド

ラ•

ヘ
ル
テ
ル
に
よ
る
と
、
王
冠
の
補
足
説
明
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
と
戴 

冠

儀
礼
の
非
凡
さ
を

読
者
に
印
象
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
神

秘

的
•

感
情
的
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な
側
面
を
読
者
に
喚
起
さ
せ
る
作
用
が
あ
っ
た
。
戴

冠

儀

礼

は

マ

リ

ア•

テ 

レ
ー
ジ
ア
の
正
統
性
を
生
み
出
す
行
為
と
し
て
、

王
冠
と
住
民
と
の
密
接
な 

関
係
性
を
生
み
出
し
た
。
戴
冠
式
の
後
に
三
日
間
ほ
ど
王
冠
は
公
開
展
示
さ 

&
)

れ
た
。

聖

王

冠

の

重

要

性

と

そ

の

聖

王

冠

に

よ

る

戴

冠

の

記

述

は

マ

リ

ア• 

テ
レ
ー
ジ
ア
の
正
統
性
を
強
調
す
る
た
め
の
も
の
と
み
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。 

こ
の
新
聞
が
宮
廷
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
中
で
新
し
い
君
主
の
正
統
性
を
知
ら 

し
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
る
。 

こ
う
し
た
新
聞
の
性
質
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
塗
油
儀
礼
に
つ
い
て
も
確
認 

し
て
い
き
た
い
。

こ
の
記
事
の
中
で
塗
油
儀
礼
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記 

さ
れ
て
い
る
。

エ
ス
テ
ル
ゴ
ム
大
司
教
猊
下
は
福
音
書
側
に
立
ち
、
祭
式
書
か
ら
の
祈 

祷
を
お
こ
な
い
な
が
ら

、
陛
下
の
右
肩
に
油
を

塗
油
し
、

そ
の
後
再
度 

祈

祷

を

お

こ

な

い

な

が

ら

新

し

い

指

を

油

に

浸

し

て

、

胸

に

塗

油

し 

(
)た

。

こ
こ
で
塗
油
部
位
は
、
式
典
議
事
録
と
は
異
な
り
、
右
肩
と
胸
と
さ
れ
て
い 

る
。

「
ウ
ィ
ー
ン
日
報
』

は
宮
廷
の
広
報
新

聞
と

し
て

宮

廷

か
ら

提

供

さ
れ 

た
情
報
を
掲
載
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

こ
れ
は
宮
廷
側
の
意
を
受 

け

た
意
図
的
な
報
道
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
ド
イ
ツ
語
印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
記
述
を
確
認
し
て
み
る
と
、

た
と 

え

ば

、

カ
ー

ル

六

世

死

後

の

同

時

代

史

を

描

い

た

書

物

『皇
帝
カ
ー
ル
六
世

崩
御
後
の
暫
定
政
権
の
歴
史
』 

の

中

で

は

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
戴
冠
式 

の
様
子
が
一
七
四
二
年
に
出
版
さ
れ
た
二
巻
の
中
で
描
写

さ
れ
て
い
る
。

そ

(
)
 

の

中

で

も

右

肩

と

胸

に

塗

油

が

お

こ

な

わ

れ

た

と

描

か

れ

て

い

る

。

す
で 

に
見
て
き
た
よ
う
に
、

ク

リ

ス

ト

フ•

ゴ

ッ
ト

リ
ー

プ
・
リ
ヒ
タ
—

の
記
述 

(

一
七
四
五
年)

も

ヘ

ル

マ

ン
•

マ

イ

ネ

ル

ト

の

記

述(

一
八
六
七
年)

も 

塗
油
の
部
位
は
右
肩
と
胸
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
後
続
す
る
ド
イ
ツ 

語

文

献

も

基

本

的

に

は

式

典

議

事

録

を

確

認

す

る

こ

と

な

く

、

「
ウ
ィ
ー
ン 

日
報
』

の
情
報
に
基
づ
い
て
右
肩
と
胸
に
塗
油
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
記
述
し 

た
と

推
定
さ
れ
る
。

シ

ュ

ト

ル

ベ

ル
クH

リ
リ
ン
ガ
ー
の
誤
記
は
、

ド
イ
ツ 

語
印
刷
メ
デ
ィ
ア
に
お
け

る
こ

の
よ
う
な
状
況
に
起
因
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 

こ
れ
に
対
し
て
、

ラ
テ
ン
語
に
よ
る
印
刷
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
比
較
的
初
期 

か

ら

胸

で

は

な

く

、

両

肩

甲

骨

の

間

に

塗

油

し

た

こ

と

が

明

記

さ

れ

て

い 

る
。

例

え

ば

、

コ

ヴ

ァ

チ

ッ

チ

の

本

に

収

録

さ

れ

た

ラ

テ

ン

語

の

「
マ
リ 

ア
•

テ
レ
ー
ジ,
ア
の
戴
冠

式

儀

礼

描
写

」

の
中
で
は
、

「
主
席
大
司
教
が
聖 

油
を

ま
ず
右
肩
に
塗
り
、

そ
れ
か
ら
両
肩
甲
骨
の
間
に
塗
油
」

す
る
と
書
か 

れ

て

い

る

。

こ

れ

と

全

く

同

じ

文

書

は

、

戴

冠

式

か

ら

間

も

な

い

一

七

四 

六

年

に

出

版

さ

れ

た

シ

ュ

ヴ

ァ

ン

ト

ナ

ー

の

『古
く
真
正
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人

(
)
 

た

ち

の

物

事

の

歴

史

家

た

ち

』

と

い

う

書

物

に

も

掲

載

さ

れ

て

い

る

。

両 

者
と
も
公
文
書
に
ア
ク
セ
ス
し
、

そ
れ
を
採
録
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

そ 

の
た
め
、
こ
こ
で
は
胸
で
は
な
く
両
肩
甲
骨
の
間
に
塗
油
さ
れ
た
こ
と
が
明 

示
さ
れ
て
い
る
。

ラ
テ
ン
語
の
印
刷
物
で
は
右
肩
と
両
肩
甲
骨
の
間
と
い
う 

情
報
が
比
較
的
早
く
か
ら
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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現
状
の
史
料
分
析
で
は
、
塗
油
部
位
の
変
化
の
理
由
を
確
定
す
る
こ
と
は 

難
し

い

。

し
か
し
、
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
た
儀
礼
と
メ
デ
ィ
ア
上
の
報
道
に 

お
い
て
な
ぜ
情
報
に
差
違
が
生
ま
れ
た
か
、
胸
へ
の
塗
油
と
い
う
記
述
が
現 

在

の

伝

記

に

お

け

る

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
影
響
を
与 

え
て

い
る
点
で
も
こ
の
よ
う
な
報
道
が
な
さ
れ
た
の
か
、
情
報
の
異
同
の
理 

由
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
と
し
て
、
式
典
議
事
録
で
確
認
さ
れ
る
儀 

礼
の
現
場
、
ド

イ

ツ

語

新

聞•

印
刷
メ
デ
ィ
ア
、

ラ
テ
ン
語
印
刷
メ
デ
ィ
ア 

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
公
共
圏
を
形
成
し
て
い
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
言
う
ま 

で
も
な
く
、
宮
廷
祭
事
で
も
あ
る
戴
冠
儀
礼
に
観
衆
と
し
て
参
加
で
き
る
も 

の
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
代
表
具
現
的
公
共
圏
と
呼

(
"

ん

だ

よ

う

な

公

共

空

間

、

そ

し

て

そ

の

現

場

を

忠

実

に

再

現

す

る

言

説

で 

あ
る
式
典
議
事
録
を
現
場
の
公
共
圏
と
す
る
な
ら
ば
、
印
刷
メ
デ
ィ
ア
が
形 

成
し
た
も
の
は
現
場
で

起
き
て

い
る
出
来
事
を
メ
デ
ィ
ア
情
報
に
加
工
し
、
 

特
定
の
言
語
圏
で
共
有
す
る
別
次
元
の
公
共
圏
で
あ
り
、

そ
の
メ
デ
ィ
ア
か 

ら
再
構
成
さ
れ
る
事
件
は
現
実
の
出
来
事
と
は
区
別
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
事
象 

と
な
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
の
場
合
、
現
場
の
公
共
圏
の
参
加
者
は
、
 

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
諸
身
分
お
よ
び
外
国
の
貴
賓
で
あ
り
、

そ
こ
で
問
題
と
な
る 

の
は
、

儀

礼

を

通

じ

て

立

ち

現

れ

て

く

る

王

権

と

ハ

ン

ガ

リI

国
制
の
あ 

り

方

で

あ

る

。

そ

こ

で

は

、

王

配

で

は

な

く

国

王

と

し

て

戴

冠

す

る

マ

リ 

ア
•

テ

レ

ー

ジ

ア

と

い

う

文

脈

が

重

要

視

さ

れ

た

。

一
方
、

メ
デ
ィ
ア
事 

象

と

し

て

の

戴

冠

式

は

、

国

際

的

に

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
が
正
統
な
ハ

ン

ガ

リ

ー

女

王

と

し

て

承

認

さ

れ

、

継

承

戦

争

に

お

い

て

ハ

ン

ガ

リ

ー

が 

オ

—

ス
ト
リ
ア
側
に
つ
い
た
こ
と
を
明
示
す
る
出
来
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な 

か

っ

た

。

こ

う

し

た

文

脈

の

違

い

を

示

す

典

型

例

は

歓

呼

の

際

の

呼

称

に 

現

れ

て

い

る

。

式

典

議

事

録

で

は

、

マ

リ

ア•

テ

レ

ー

ジ

ア

に

対

す

る

歓 

呼

の

か

け

声

は

「
女

君

主

、

わ

れ

ら

が

国

王

万

歳

！
」(

v
i
v
a
t
d
o
m
m
a
e
t

 

r
e
x

 n
o
s
t
e
r
)

 

で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
新

聞

記

事

で

は

「
女

王

万

歳

！
」

(
)
 

(
V
i
v
a
t

 R
e
g
i
n
a
-
E
s

 l
e
b
e
d
i
e

 K
ö
n
i
g
-
)

と
な
つ
て

い

る

。
実
際
の
儀
礼 

で
は
、

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
に
対
す
る
呼
称
は
、

国
制
を
反
映
し
た
も
の 

に
な
る
よ
う
に
、
女
性
形
の
女
君
主 

(
d
o
m
i
n
a
)

と
男
性
形
の
国
王 

(r
ex

)

 

を

組
み
合
わ

せ
た
一
見
す

る
と
奇
妙
な
呼
び
名
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対 

し
て
、

細
か
い
国
制
上
の
配
慮
を
す
る
必
要
の
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
語
メ
デ
ィ 

ア
上
で
は
、
わ
か
り
や
す
さ
が
優
先
さ
れ

、
単
純
な
形
に
な
っ
た
の
で
は
な 

い
だ
ろ
う
か
。
ド
イ
ツ
語
圏
メ
デ
ィ
ア
が
形
成
す

る
公
共
圏
は
、

オ
ー
ス
ト 

リ
ア
世
襲
領
だ
け
で
な
く
、

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
正
当
性
を
認
め
な
い 

バ
イ
エ
ル
ン
や
プ
ロ
イ
セ
ン
な
ど
の
ド
イ
ッ
諸
領
邦
も
含
め
た
ド
イ
ツ
語
圏 

全

体

が

読

者

と

し

て

想

定

さ

れ

て

い

る

。
事

実

、

『
ウ

ィ
ー

ン

日

報

』

の
号 

外
記
事
は
ド
イ
ツ
語
圏
各
地
の
現
地
の
出
版
者
を
通
じ
て
全
く
同
じ
文
章
で

(
乃)

印

刷

さ

れ

て

い

る

。

『
ウ
ィ
ー
ン
日
報
』

に
は
ド
イ
ツ
語
圏
の
人
々

の
共
感 

を
喚
起
し
、

こ
の
メ
デ
ィ
ア
事
象
を
既
成
事
実
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と 

は
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

サ

ン

ド

ラ
•

ヘ
ル
テ
ル
に
よ
る
と
、
式

典

議

事

録

と

『
ウ
ィ
ー
ン
日
報
』 

に

は

類

似

表

現

が

多

数

見

つ

か

り

、

『
ウ

ィ

ー

ン
日
報
』

を

発
刊
す

る
書
籍
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印

刷

業

者

ヨ

ハ

ン•

ペ
ー
タ
—
•

フ

ァ

ン•

ゲ

ー

レ

ン

と

宮

廷(

宮

内

庁) 

は

活

発

な

情

報

交

換

を

お

こ

な

っ

て

い

た

こ

と

が

推

察

さ

れ

る

と

い

う

。 

だ
と
す

る
と

、
 

式

典

議

事

録

と

『
ウ
ィ
ー
ン
日
報
』

と
の
間
で
異
同
が
生
じ 

て
い
る
塗
油
部
位
の
記
述
は
極
め
て
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

宮
廷
と

新
聞
側
に
緊
密
な
連
係
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
報
道
が
ミ
ス
と 

は
考
え
に
く
く
、
む
し
ろ
意
図
的
に
宮
廷
の
情
報
戦
略
を
反
映
し
た
も
の
だ 

と
考
え
た
く
な
る
。

た
だ
し
、
報
道
意
図
を
明
確
に
示
す
史
料
は
私
が
確
認 

し
た
限
り
存
在
し
な
い
。
塗
油
描
写
の
慣
習
で
無
意
識
に
描
写
さ
れ
た
も
の 

な
の
か
、
宮
廷
側
が
何
ら
か
の
動
機
が
あ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
公
共
圏
に
む
け
て 

加
工
し
た
情
報
を
流
し
た
も
の
な
の
か
、 

推
測
す

る
よ
り
ほ
か
な
い
。 

ド

イ

ツ

語

印

刷

メ

デ

ィ

ア

の

報

道

意

図

を

解

き

明

か

す

手

が

か

り

と

し 

て
、
時
代
を

少
し
さ
か
の
ぼ
り
、
胸
へ
の
塗
油
が
消
滅
し
た
カ
ー
ル
六
世
の 

時
に
現
れ
た
印
刷
物
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
確
認
し
て
み
よ
う
。

一
七
一
二 

年

五

月
二
二
日
に
お
こ

な
わ
れ

た
カ
ー

ル
六
世
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
の 

様

子

は

、

『
一
七
一
ニ
年
五
月
ニ
ニ
日
に
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
で

カ
ー

ル
六
世
陛 

下
が
つ
つ
が
な
く
お
こ
な
わ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
に
て
起
き
た
記
憶 

に
値
す
る
儀
礼
に
つ
い
て
の
詳
報
』

で
描
写
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
後
で
司
教
と
補
助
は
陛
下
を
中
央
に
連
れ
て
行
き
、
再
び
祭
壇 

に
導
い
た
。

そ
こ
で
、
大
司
教
猊
下
は
右
側
に
立
ち

、
国
王
に
塗
油
し 

た

。
様
々
な
祈
祷
が
天
に
向
か
っ
て

送
ら
れ

た
。
祈
祷
が

終
わ

る
と

、
 

大
司
教
は
も
う
一
度
指
を
油
に
浸
し
、
国
王
の
胸
に
塗
油
し
、
再
び
祈

祷
文
を

唱
え

た
。

こ
の
速
報
記
事
の
中
で
は
、

一
度
目
の
塗
油
の
部
位
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い 

が
身
体
の
右
側
で
、

ニ
度
目
の
塗
油
部
位
は
胸
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
 

カ
ー
ル
六
世
の
場
合
も
実
際
の
儀
礼
で
塗
油
部
位
は
両
肩
甲
骨
の
間
に
変
更 

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、 

ド
イ
ツ
語
印
刷
メ
デ
ィ
ア
上
で
は
胸
に
塗 

油
し
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
七
二
三
年
の
チ
ャ
ッ
ク
ヴ
ィ
ツ 

ッ

の

年

代

記

風

同

時

代

史

も

ハ

ン

ガ

リ

ー

王

戴

冠

式

に

つ

い

て

は

『詳
報
』 

を

そ

の

ま

ま

引

用

し

て

い

る

。

ま

た

、
戴

冠

式

の

翌

年

一

七

一

三

年

に

出 

版

さ

れ

た

ヨ

ハ

ン•

ク

リ

ス
ト

フ•

ベ
ー
ア
の
年
代
記
で
は
、
塗

油
部
位
は
、
 

「
し

か

る
べ

き

場

所

」

と

い

う

表

現
で

具

体

的

に

は

記

さ

れ

て

い

な

い

。

現 

存

す

る

い

く

つ

か

の

印

刷

メ

デ

ィ

ア

か

ら

わ

か

る

こ

と

は

、
 

ド
イ
ツ
語
メ 

デ

ィ

ア
で

は

、

カ

ー

ル

六

世

の

塗

油

部

位

の

変

更

は

描

写

に

反

映

さ

れ

な 

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
事
象
と
し
て
の
戴
冠
式
で
は
、
胸
に
塗
油 

さ
れ
て
お
り
、
戴
冠
式
に
実
際
に
参
加
で
き
な
い
多
く
の
人
々

に
と

っ
て

、
 

こ
の
メ
デ
ィ
ア
事
象
が
唯
一
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
に
つ
い
て
の
情
報
だ
っ 

た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

再
び
、

マ
リ
ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
戴
冠
式
の
問
題
に
戻
り
た
い
。

マ
リ
ア• 

テ
レ
ー
ジ
ア
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
、

つ
ま
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
勃 

発
当
初
戦
況
が
劣
勢
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
慮
す

る
と

、
宮
廷
側
は
早
急
に
戴 

冠
式
を
通
じ
て
マ
リ
ア
・
テ
レ
ー
ジ
ア
が
正
統
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
王
で
あ
る 

こ
と
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
諸
身
分
が
王
権
側
に
立
っ
た
こ
と
を
国
際
的
な
公

ー141-



共

圏

の

中

で

は

っ

き

り

と

示

し

、

既

成

事

実
と

し
な
け

れ

ば

な

ら

な

か

っ 

た
。
戴
冠
式
に
お
け

る
実
際
の
塗
油
儀
礼
は
、
理
由
は
は
っ
き
り
と
し
な
い 

が
、

カ
ー
ル
六
世
の
時
に
祭
式
書
に
基
づ
い
て
簡
略
化
し
た
も
の
に
な
っ
て 

お
り
、

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
塗
油
儀
礼
も
こ
れ
を
忠
実
に
踏
襲
し
た
も 

の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
メ
デ
ィ
ア
事
象
と
し
て
の
塗
油
儀
礼
は
現
実
と 

異
な
る
カ
ー

ル
六
世
以
前
の
形
式
で
描
写

さ
れ
て
い
る
。
新
聞
記
事
に
含
ま 

れ
る
王
冠
の
由
来
の
補
足
説
明
な
ど
を
含
め
て
考
え
る
と
、
古
来
の
伝
統
と 

の
連
続
性
を
強
調
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
右

肩
と

胸
へ
の
塗
油
は
、
ド
イ 

ツ
語
圏
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
す
で
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
の
塗
油
式
の
イ
メ
ー
ジ 

と

し
て

広
く
公
共
圏
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
正
当
な
国
王
表
象 

と
結
び
つ
い
て
い
た
か
ら
ド
イ
ツ
語
圏
の
印
刷
メ
デ
ィ
ア
で
は
そ
う
し
た
描 

写

を

現
実
と
は
異
な
っ
て
い
て
も
継
続
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
現
実
に 

お
こ
な
わ
れ
る
塗
油
儀
礼
を
正
確
に
伝
達
す
る
こ
と
よ
り
も
、
イ
メ
ー
ジ
上 

に
定
着
し
て
い
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
違
和
感
が
生
じ
な
い
よ
う
に
伝
達
す
る 

方
が
王
権
の
正
統
性
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
有
効
に
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ 

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本

稿

で

は

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
式
に
お
け
る
塗 

油
儀
礼
に
つ
い
て
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
た
儀
式
を
書
き
留
め
た
式
典
議
事
録 

と

そ
れ
を

報
じ
た
ド
イ
ツ
語
圏
メ
デ
ィ
ア
の
言
説
の
食
い
違
い
に
着
目
し
、

な

ぜ

こ

う

し

た

食

い

違

い

が

生

じ

る

の

か

考

察

し

、

現

場

の

公
共
圏
と
メ 

デ
ィ
ア
の
公
共
圏
に
間
に
生
じ
る
差
違
を
明
ら
か
に
し
た
。

オ

—

ス
ト
リ
ア 

継
承
戦
争
の
最
中
に
あ
っ
て

ハ
ン
ガ
リ
ー

王
戴
冠

式
は
、
同
盟
国
お
よ
び
敵 

国

に
対
し
て

、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
領
の
一
体
不
可
分
相
続
を
定
め
た
国
事
詔 

書
の
実
効
性
を

証
明
し
、
ま

た

ハ

ン

ガ

リ

ー

が

マ

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
側
に 

つ
い
た
こ
と
を
明
白
に
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

ウ
ィ
ー
ン
宮
廷
と
結
び 

つ
い
て
い
た
ド
イ
ツ
語
圏
メ
デ
ィ
ア
が
こ
の
出
来
事
を
報
道
す
る
場
合
、
宮 

廷

の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を

明
確
に
伝
達
し
、
増
幅
さ
せ
よ
う
と

し
た
。
塗
油
儀
礼 

の

報

道

に

現

れ

た

現

実

と

の

食

い

違

い

は

、
伝

統

に

忠

実

な

戴

冠

式

の

イ 

メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
た
国
家
に
よ
る
広
報
活
動
の
痕
跡 

だ
っ
た
と

い
え

よ
う
。

こ
、つ
し
た
王
権
側
が
形
成
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
、

ド
イ 

ツ
語
に
よ
る
戴
冠
式
の
描
写
を
支
配
し
、
現
在
の
伝
記
に
い
た
る
ま
で
作
用 

し
て
い
る
。
王
権
の
有
す
る
イ
メ
ー
ジ
形
成
力
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ 

り

、

一
八
世
紀
後
半
に
権
力
か
ら
自
立
的
な
メ
デ
ィ
ア
が
出
現
す
る
ま
で
、
 

公
共
圏
に
か
な
り
大
き
な
影
響
力
を

持
っ
て

い
た
と

い
え

よ
う
。

註

(
1
)

本
稿
は
二
〇
一
九
年
七
月
一
九
日
エ
ジ
ン
バ
ラ
開
催
の
国
際
一
八
世
紀
学 

会

大

会

で

報

告

し

たdentity  a
s

 a

 K
i
n
g

 
 ヽQ

u
e
e
n

 o
f  Hungary:

 p
o
l
i
t
i
c  

Fictionality  m

 th
e

 C
o
r
o
n
a
t
i
o
n

 o
f  M

a
n
a

 T
h
e
r
e
s
i
a
H
u
n
g
a
r
y
-

お
よ
び 

二
〇
一
九
年
一
〇
月
五
日
の
東
欧
史
研
究
会•

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
史
研
究
会
二
〇 

一
九
年
合
同
報
告
会
で
報
告
し
た
「
マ
リ
ア*

テ
レ
ー
ジ
ア
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王 

戴
冠
式
に
お
け
る
虚
構
報
道
」

の
報
告
原
稿
に
加
筆
修
正
を
し
た
も
の
で
あ

一142 -



マリア.テレージアのハンガ'リー王戴冠式と虚構報道

る
。
本
研
究
に
当
た
っ
て
は
、
基
盤
研
究 

(A)  

1
6
H

2
9
0
7

お
よ
び
若
手
研
究 

1
8
K
l2

5
3
9

の
補
助
を
受
け
て
い
る
。

(2) 
戴
冠
式
を
扱
っ
た
研
究
の
う
ち
、
参
照
し
た
邦
語
文
献
を
こ
こ
に
挙
げ
て
お 

く
。
井
内
敏
夫
「戴
冠
祭
式
書
に
見
る
中
近
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
権
へ
の
神
の
宿 

り

方
(
特
集 

ヨ
ー 
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
王
権
ご
『西
洋
史
論
叢
』
二

七
(

二
〇 

〇
五)

、
五
九
〜
九
一
頁
。
中
澤
達
哉
「
第
二
章 

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
ハ
ン 

ガ
リ1

王
冠
—
戴
冠
儀
礼
と
統
治
の
正
統
性
—
」
篠
原

琢•

中
澤
達
哉
編
著 

『
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
政
治
文
化
史
—
継
承
さ
れ
る
正
統
性
』
昭
和
堂
、
二〇

 

二
一
年
、
六
五
〜
一
〇
四
頁
。

(
3
)

伝

記

研

究

だ

と T
h
o
m
a
s

 

s
m
 Kaiserin.  M

aria  Theresia
“  W

ien  

2016.;  Elisabeth  Badinter
”  M

aria  Theresia.  DM
acht  der  

W
ien  

2
0

1

マ
リ
ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
が
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
の
エ
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク 

伯
爵
夫
人
に
宛
て
た
書
簡(

未
公
刊
史
料
含
む)

を
含
ん
で
い
る
が
、
伝
記 

と
し
て
は
断
片
的
な M

o
n
i
k
a

 C
z
e
r
n
i
n

 
 ヽJ

e
a
n
,
p
i
e
r
r
e  L

a
v
a
n
d
i
g

 M
a
r
i
a

 

T
h
e
r
e
s
s

 > L
e
e
b
e
t  n

u
c
k

 

z  
を
ミ e
、.
・
 B

e
f
e

送R
、e engste  

W
ien  

2017,重
要
な
論
文
集
と
し
て
は
、T

h
o
m
a
s

 W
a
l
l
n
i
g  /

 Elisabeth

 L
o
b
e
n
w
e

 

 ヽF
r
a
n
z
’s
f
e
f
a
n  S

e
i
f
s
c
h
e
k
r
s
g
M
a
r
i
a

 T
h
e
r
e
s
i
N
e
u
e

 P
e
r
s
p
e
k
t
i
v
e
n  

de、Forschung  (Das  Achzehnfe  Jahrhundert  11nd  osfe
、、

c/i  Be

rnd  32  

W
i
e
n

 2
0
1
7

•

ま
た
、

二
〇
一
七
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
て
い
た
記
念 

展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
『
マ
リ
ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
一
七
一
七
〜
一
七
八
〇
一
戦 

略
家
、
母
親
、
改
革
者
』

の
中
に
も
二
四
点
の
解
説
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い 

る
。E

l
f
r
i
e
d
e  Iby

 
 ヽM

a
r
t
i
n

 Mufschlechner

 /

 W
e
r
n
e
r

 T
e
s
k
o

 
 ヽK

a
r
l  

Vocelka  CHrsg.M
eria  Theresia  1717,1730

“  W
ien  2017,  

そ
の
他
に
本
文
で
取
り
上
げ
た
重
要
文
献
に
つ
い
て
は
該
当
箇
所
で
参
照
し
、
 

こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

(4) Barbara  sfonberg,Rnger・

 M
ana  Tkeres2a:  Die  Kaertn

 

ihrer  

z

C

 
工 B

e
c
k
”  2

0
1
7

(5) W
erner  Tesko

 
 ヽS

a
n
d
r
a

 H
e
e
l

 
 ヽS

f
e
f
a
n
i
e  L

l
n
s
b
o
f
h
-

 Z
w
i
s
c
h
e
n

Panegyrik  und  Tatsachenbericht:  Zu  Struktur  und  Zielsefzung  

von  M
edienereigiüssen  zur  Zeit  M

aria  Theresiam
:  Zeitschrift  für  

Historische  Forschung.  44  §
5
-
 

441-48

(6) DVD:  Robert  Dom
helm

 {RegieM
aria

 Thwesif  pyband/W
VGy  

2018

(7) zitier!!:  

M
aria  Theresia

“  s
・ 91,92

(8)
 

聖
母
マ
リ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
、
中

澤

達

哉

『近 

代
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
形
成
思
想
史
研
究
』
刀
水
書
房
、
ニ
〇
〇
九
年
、
ハ
ハ 

〜
九
二
頁
で
国
制
史
・
政
治
思
想
史
的
な
見
地
か
ら
整
理
さ
れ
て
い
る0 

(9) Al&ed  Ritter  von  Arneth
》 M

a
*

Theresiaerste  Reg~erM
ngsJah7e.  

一 • B1741741y

 W
ien  186

4
0

Anm
erkung  18  cf・

 Stollberg,  

Rilingg

 M
aria  The7cs w

 s.  9
3

ア
ル
ネ
ト
は
注
の
中
で
史
料
に
基
づ
き
、
 

マ
リ
ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
諸
身
分
と
謁
見
し
て
い
る
と
き
、
ヨ
ー 

ゼ
フ
は
ま
だ
ウ
ィ
ー
ン
に
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら 

ば
、
こ
の
謁
見
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
戴
冠
式
の
時
で
は
な
く
、
戴
冠
後
マ 

リ

ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
が
二
度
目
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
問
し
た
時
で
あ
る
。
 

(
)
 

s
t
o
l
l
b
e
r
R
i
R
n
g
e
n

 M
a
r
i
a

 7

ミe
s

"

 9
2
—9  

(
)
 stollberg

—RningeL  M
aria  Theresia

“  s
・ 83  

2
-
 
先
帝
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
の
二
人
の
娘
は
そ
れ
ぞ
れ
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
選
帝
侯 

家
に
嫁
い
で
い
た
。
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
も
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
も
盛
大
な
結
婚 

式
を
開
催
し
た
が
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
う
し
た
婚
礼
行
事
は
単
な
る
浪 

費
で
は
な
く
、
外
交
上
の
意
味
も
併
せ
持
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
両
選
帝
侯
家 

の
結
婚
式
は
自
家
の
権
勢
を
顕
示
す
る
こ
と
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
へ
の
挑
戦
を 

意
味
し
て
い
た
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
側
も
そ
れ
に
対
抗
し
、

一
七
二
三
年
に 

ボ
ヘ
ミ
ア
王
戴
冠
式
を
プ
ラ
ハ
で
盛
大
に
挙
行
し
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
祝
祭 

は
軍
事
競
争
に
先
立
つ
威
信
を
か
け
た
イ
メ
ー
ジ
競
争
で
あ
っ
た
と
考
え
ら 

れ
る
。R

•
V
•

デ
ュ
ル
メ
ン(

佐
藤
正
樹
訳)

『近
世
の
文
化
と
日
常
生
活
』
 

鳥
影
社
、

一
九
九
五
年
、
二
三〇

〜

二
三
一
頁
、J
•

ダ
イ
ン
ダ
ム(

大
津
留 

厚/

小
山
啓
子/

石
井
大
輔
訳)

『ウ
ィ
ー
ン
と
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ュ-

ヨ
ー 
ロ
ッ
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パ
に
お
け
る
ラ
イ
バ
ル
宮
廷
一
五
五
〇
〜
一
七
八
〇
』
刀
水
書
房
、
二
〇
一
七 

年
、
三
三
五
頁
、T

 0- W

 Blanning
”  The  culture  of  pos

er  
昱 d  fr

POS
ET  

R
c
f

ミ
算 O

x
f
o
r
d
"

 2
p
p
・

 6
2
,
6  

(
)
 Jean  Berenger-  Die  Habsburgerm

onarchie  als  Ständestaat:  

Z
ä
s
u
r

 u
n
a

 

z
u
r

 Z
ei
f  M

a

コa  Theresias

 m
i
t
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e
s
o
n
d
e
r
e
r

 

Berücksichtigung  Ungarns"  in  o
s
r

ミc
k

 

z  
ミ E

u
r
o
p
a

 de
r
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最
ミ
ヽ
災
、g.
・ 

Kontinuität nd z
a
s
7
n
 Europa  ZKrzedf  M

ana  Theresias  

ー
ーnd  Josephs  

II.  Internationales  Sym
posion  

w
e

20.<23,  ok-ober  198

B
L
 

s.437-44hier  s
・ 439440.;  G

a
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m
 Ein  starker  Ständestaat:der  

H
a
b
s
b
u
r
g
e
r
m
o
n
a
r
c
e

 , T
e
l

 2
 
一
 s

o
n
a
e
r
s
f
e
l
l
u
n
g
-

 i
n  

二 n
s
t
i
f
u
f  für  O

s
f

 

und  SUaosteuropafoschung  {Hrsg.onllnQHandbM
ch  zur  Gescchte  

s
d
o
s
t
e
n
r
o
p
a
s
.

 B
a
n
d

 

ーー
 H

e
r
r
s
c
h
a
f
t

 u
n
d
 P
o
l
i
t
i
k  i

n  s
u
d
o
s
s
u
r
o
p
a

 b
i
s  

1
8
0

卬 9
,

・

(
)
 Akos  Barcsay.  Herrschajtanf7

zm

 Ungarn  des  78.  Jahrhunderts:  

s
t
d
c
e
n

 z

粧
ミ Verhältnis  ztvischen  Krong 3alt

d S
f
ä
n
d
e

笠t
n

w
 

Z
e
i
t
a
l
t
e
r

 d
e
s

 A
b
s
M

工sm
u

 
尸％
, Katharinen  2002- s

・19・  

(
)
 Renafe  z
e
d
g
e
r
》F
、

z Stephan  eon  Lothringen  (1708,1765).  

M
o
n
a
v
c

尸 M
a
n
a
g
e
r
.

 M

置
F
 W

ien  200s

 7

(
)
 Barcsay

”  Hefrsckarittys
•一

8.

(
)
 

B
a
r
c
s
a
y
“  H

e
r
r
s
c
k
a
T
a
t
i
t
r
i

デ S

•

一

s
t
l
b
e
r
g
,
n
i
n
g
e

 
コ Ma

r
i
a

 T
h
e
r
e
s
i
a
.  

s*  62

(
)
 Barcsay

“  HefrschaAcm
tritt,  62

—6

(

)

オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
問
題
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
戴
冠
の
問
題
を
考
え
る
上
で 

カ
ー
ル
六
世
が
次
代
の
実
質
的
な
政
治
統
治
者
と
し
て
マ
リ
ア•

テ
レ
ー
ジ
ア 

で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ツ•

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
を
想
定
し
て
い
た
可
能
性
を
考
慮
す 

る
必
要
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ツ•

シ
ュ
デ
フ
ァ
ン
は
一
七
三
二
年
か
ら
枢
密
会
議 

に
陪
席
す
る
こ
と
で
政
務
に
参
加
し
、
ま
た
上
手
く
は
い
か
な
か
っ
た
が
カ
ー 

ル
六
世
存
命
中
の
ロ
—
マ
王
選
出
も
計
画
さ
れ
て
い
た
。
義
理
の
息
子
と
は
い 

え
、
カ
ー
ル
六
世
か
ら
は
後
継
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
マ
リ
ア•

テ
レ
ー
ジ
ア
が
カ
ー
ル
六
世
の
存
命
中
に
全
く
政
治
的
教
育
を
与
え
ら
れ
な 

か
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ー
ル
六
世
死
後
す
ぐ
に
諸 

大
臣
た
ち
は
フ
ラ
ン
ツ•

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主
国
に
お
け
る 

共
同
統
治
者
と
し
て
速
や
か
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
を
し
た
。z

e
d
i
n
g
e
r
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ス
ト
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ア
大
公
へ
の
即
位
式
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
が
そ
の
様
子 

を

詳

し

く

描
写

し
て

い
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こ
の
時
首
席
大
臣
を
務
め
て
い
る
バ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
皇
帝
選
挙
の
支 

持
を
集
め
る
た
め
ラ
イ
ン
地
方
に
外
遊
し
て
お
り
、
ウ
ィ
ー
ン
に
残
し
た
コ
ロ 

レ
ド
伯
に
対
し
て
綿
密
な
指
示
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
フ
ラ
ン
ツ•

シ
ュ 

テ
フ
ァ
ン
を
皇
帝
に
選
出
す
べ
き
論
理
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
を
要 

約
す
る
と
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
全
キ
リ
ス
ト
教
世
界
、
特
に
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に 

と
っ
て
の
防
壁
で
あ
り
、
こ
の
国
を
「
所
有
す
る
か
共
に
統
治
す
る
も
の
」
の 

み
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
抗
で
き
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
統
治
者
が
皇
帝
位
を
兼
ね 

て
影
響
力
を
強
め
て
お
く
こ
と
は
安
全
保
障
上
重
要
で
あ
る
。
ま
た
皇
帝
が
世 

襲
領
の
統
治
に
参
加
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。F

r
i
t
z  
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フ
ラ
ン
ツ•

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
の
共
同
統
治
は
、
最
終
的
に
戴
冠
式
の
約3

ヶ 

月
後
ヽ
一
七
四
一
年
九
月
二
〇
日
の
王
国
議
会
で
諸
身
分
に
よ
っ
て
条
件
付
き 

で
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
条
件
と
し
て
共
同
統
治
者
よ
り
も
副
王
の
権
限
が
優
先 

さ
れ
る
こ
と
と
と
も
に
、
共
同
統
治
が
国
事
詔
書
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
が
確
認 

さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
フ
ラ
ン
ツ•

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
の
参
政
期
間
は
王
太
子
ヨ
ー 

ゼ
フ
の
未
成
年
時
代
に
限
ら
れ
、
女
王
が
死
去
し
た
場
合
で
も
、
フ
ラ
ン
ツ• 

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
が
世
襲
領
を
相
続
す
る
こ
と
は
な
く
、
国
事
詔
書
の
規
定
に
従 

う
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戴
冠
し
た
国
王
に
の
み
認
め
ら
れ 

る
権
利
や
卷
権
の
貸
与
は
女
王
の
み
が
保
持
し
た
。
フ
ラ
ン
ツ•

シ
ュ
テ
フ
ァ 

ン
は
こ
の
条
件
の
遵
守
を
九
月
二
一
日
の
女
王
臨
席
の
王
国
議
会
で
宣
誓
し 

た
。R
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実
際
に
こ
の
ニ
一
日
の
王
国
議
会
で
最
高
裁
判
官
ヨ
ハ
ン•

パ
ル
フ
ィ
、
ク 

ロ
ア
チ
ア
太
守
ヨ
ー
ゼ
フ"

エ 

ス
テ
ル 

ハ
ー
ジ
、
官
房
長
官
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
— * 

エ
ル
デ
デ
ィ
が
副
王
候
補
と
し
て
提
案
さ
れ
、
翌
日
の
議
会
に
お
い
て
全
会
一 

致
で
パ
ル
フ
ィ
伯
が
副
王
に
選
出
さ
れ
た
。
副
王
選
挙
の
様
子
に
つ
い
て
は
次 

の
史
料
を
参
昭"

の
こ
と
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外
向
け
の
意
識
が
強
か
つ
た

こ
と
は
、
戴
冠
の
目
撃
証
人
に
す
る
た
め
に
、
戴
冠
式
に
ウ
ィ
ー
ン
大
司
教
お 

よ
び
教
皇
大
使
や
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
大
使
を
招
待
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か 

る
。B
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r
c
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y
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式
典
議
事
録
は
実
際
に
儀
式
に
立
ち
会
っ
た
記
録
者
に
よ
っ
て
書
き
記 

さ
れ
た
儀
礼
内
容
に
関
し
て
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
一
次
史
料
だ
と
考
え 

ら
れ
る
武
典
議
事
録
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。 
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な
お
、
こ
の
引
用
箇
所
下
線
部
に
つ 

い
て
、
バ
ル
チ
ャ
イ
や
そ
れ
に
依
拠
し
た
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
クH

リ
リ
ン
ガ
ー
の 

研
究
で
は
い
ず
れ
も
脚
注
で
一
七
四
一
年
六
月
一
七
日
の
会
議
を
直
接
引
用
の 

参
照
先
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。
確
か
に
日
の
会
議
で
は
一 

四
日
の
具
申
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
式
典
議
事
録
内
の
一
七
日
の
会 

議
記
録
に
は
直
接
「
陛
下
が
国
王
の
妻
と
し
て
で
は
な
く
国
王
と
し
て
戴
冠
す 

る
」
と
い
う
言
葉
は
出
て
き
て
い
な
い
。
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は
、
宮
廷
長
官
ジ
ン 

ツ
エ
ン
ド
ル
フ
と
は
別
人
で
あ
る
。
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の
こ
と
。
 

) ZATrot:  Bd.18  (1741fol.283V.

(M) sllberg,RilingeL
 M

aria  Theyesia.  S

 8

2
^
 

M
aria  Theresia-  s

・ 88-8

2
^
 Christoph  Gottlieb  Richter”  Lebens"  und  sfaafsuGesckichte  der  

A
l
l
e
r
d
u
r
c
k
-
a
M
c
k
f
i
g
s
t
e
p

 G
r
o
s
m6

c
k
t

曲s
t
e
n

 F
ü
r
s

ぎ

F
r
a
u
e
n
.

 F
r
a
u
e
n

 

M
a
a
T
h
c
r
e
s
i

尸 N
ü
r
n
b
e
r
g

 1
7

4
s
.

 2
1
3
;  H

e
r
m
a
n
n

 M
e
y
n
e
r
r
”  D

a
s

 

kdniglicke  K
70nuxgsceretncm

ielUngarW
ien  186

s
・ 2 0
・ 

(
)
 

Bd•18  (1741

f
•
 283e

(
)
 

Z
A
,
P
r
o

厂B
d・

1
8

 (
17
41
)

ふL

 236v

) ZA,prot.Bd.  7  (1712)•1
30V.

(
)
 HHStA,  OM

eA-  Ältere  Zerem
onialakten  (ÄZAL  24-1foL  75r  

A
d
a
l
b
e
r
t

 E
d
l
e
n

 v
o
n

 Ba
ri

ts
ch

》
D
z
e

 g
e
w
6
k
n
c
c
h
e

 K
r
d
n
u
n
g
s
f
e
y
e
Y  d

e
、  

U
n
g
a
r
i
s
c

享
 K

d
n
i
g
e

 

な nd

 K
ö
n
i
g
i
n
n
e
n
.

 Pe
sf

 17
9
0
y
s
・

 2
9
・

バ
リ
チ
ュ
は
脚 

注
で
女
性
の
場
合
は
、
「容
易
に
察
す
る
こ
と
の
で
き
る
」
理
由
か
ら
胸
で
は 

な
く
両
肩
甲
骨
の
間
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る0 
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バ
リ
チ
ュ
は
男
性
の
塗
油
式
の
説
明
の
際
に
も
、
脚
注
で
女
性
の
場
合
は
、
 

「
容
易
に
察
す
る
こ
と
の
で
き
る
」
理
由
か
ら
胸
で
は
な
く
両
肩
甲
骨
の
間
に

お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
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式
典
議
事
録
で
は
単
に
「
大
司
教
が
塗
油
し
た
」
と
し
か
書
か
れ
て
い 

な
い
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か
し
、
式
典
の
手
順
に 

は
、
「
右
腕
と
両
肩
甲
骨
の
間
に
塗
油
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
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カ
ン
ト
ー 
ロ
ヴ
ィ
チ
『王
の
二
つ
の
身
体
』

下
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
三 

年
、
六
二
〜
六
六
頁
、

マ
ル
ク•

ブ

ロ

ッ

ク

『王
の
奇
跡
』
、
刀
水
書
房
、

一
 

九
九
八
年
、
ニ
一 

一
頁
。

(

)

カ
ン
ト
— 
ロ
ヴ
ィ
チ
『王
の
二
つ
の
身
体
』
下
、
七
一
〜
七
三
を
参
照
の
こ 

と
。
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ボ
へ
ミ
ア
国
王
の
戴
冠
式
に
お
け
る
胸
へ
の
塗
油
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
王
の
戴 

冠
式
と
比
べ
る
と
、
約
半
世
紀
早
く
胸
へ
の
塗
油
儀
礼
が
消
滅
し
て
い
る
こ
と 

に
な
る
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ボ
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王
国
の
世
襲
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の
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襲
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期
の
ず
れ
を
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す
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と
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油
儀
礼
の
変
化
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か
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襲
王
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へ
の
国
制
変
化
と
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応
し
て
い
る
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う
に
も
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え
る
が
、
今
の 

と
こ
ろ
史
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上
の
根
拠
を
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
国
制
上
の
変
化
と
儀
礼
変 

化
と
関
連
性
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
に
し
て
お
き
た
い
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こ
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号
外
記
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は
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ペ
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推
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と
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ウ
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日
報
』
五
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四
一
年
七
月
八
日)

と
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ニ
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間
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位
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れ
る
。
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代
表
具
現
的
公
共
圏
に
つ
い
て
は
、

ユ
ル
ゲ
ン♦

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
『第
二
版 

公
共
性
の
構
造
転
換
，市
民
社
会
の
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
の
探
求
』
未
來 

社
、

一
九
九
四
年
、

一
五
〜
二
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。
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に
も
同
様
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
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の
文
章
に
は
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日
報
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号
外
記
事
以
外
に
も
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々
な
バ
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ン
が
存
在
す
る
。
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書
籍
印
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刷
し
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の
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ン
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ー
が
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た
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ン
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で
き
る
。
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